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平
成
１９
年
度
第
２
回
通
常
総
会
開
催

平
成
１９
年
度
第
２
回
通
常
総
会
が
３

月
２２
日
開
催
さ
れ
、
平
成
２０
年
度
事
業

計
画
（案
）
と
収
支
予
算
（案
）
が
出
席
者

１
０
６
名
、
委
任
状
出
席
２
９
９
６
名

を
得
て
慎
重
審
議
が
行
な
わ
れ
、
両
案

と
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

定
足
数
確
認
の
後
、
開
会
に
当
た
っ

て
宮
下
会
長
よ
り

「第
１
回
日
中
韓
学

生
交
流
登
山
」
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
、

公
益
法
人
改
革
へ
の
対
応
、
会
員
全
員

の
支
部
員
化
を
目
指
す
こ
と
な
ど
を
内

容
と
す
る
挨
拶
が
あ
り
、
定
款
に
従

っ

て
会
長
を
議
長
と
し
て
審
議
に
入
っ
た
。

平
成
２０
年
度
事
業
計
画

（案
）
は
、

平
成
２０
年
１２
月
よ
り
公
益
法
人
改
革
法

が
施
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
ま

吉
永
英
明

で
使

っ
て
き
た

「公
益
事
業
」
と
い
う

言
い
方
を
改
革
法
に
合
わ
せ
て

「公
益

目
的
事
業
」
に
変
え
、
「登
山
に
関
す
る

文
化

・
学
術
の
振
興
事
業
」
、
「児
童

・

青
少
年
の
育
成
事
業
」
、
「
ス
ポ
ー
ツ
及

び
登
山
に
関
す
る
教
育

・
啓
蒙
事
業
」
、

「山
岳
環
境
保
全
事
業
」
ほ
か
の
６
つ
の

事
業
に
明
確
化
し
た
。
近
い
将
来
、
「公

益
社
団
法
人
」
「
一
般
社
団
法
人
」
の
い

ず
れ
を
選
択
す
る
に
し
て
も
、
「公
益
目

的
事
業
」
を
あ
る
程
度
実
施
せ
ぎ
る
を

得
な
く
な
る
こ
と
に
対
応
し
た
も
の
で

あ
る
。

「公
益
目
的
事
業
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
支

部
に
お
い
て
地
域
と
密
着
し
て
活
発
に

実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
は
首
都
圏

に
お
い
て
も
実
施
し
て
い
か
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
あ
る
。　
一
方
、
本
会
に
と

っ
て
は
会
員
の
た
め
の
事
業
で
あ
る

「共
益
事
業
」
も
重
要
で
あ
り
、
ほ
ぼ
例

年
通
り

「年
次
晩
餐
会
」
「全
国
支
部
懇

談
会
」
の
ほ
か
各
種
の
集
会
、
イ
ベ
ン

ト
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

平
成
２０
年
度
収
支
予
算

（案
）
は
、

会
員
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
る
昨
今
の
状

況
を
考
慮
し
、
「基
礎
的
収
支
の
均
衡
」
、

即
ち
当
該
年
度
の
支
出
を
当
該
年
度
の

収
入
で
賄
う
こ
と
、
平
成
２０
年
２
月
ま

で
の
実
績
を
勘
案
す
る
こ
と
、
受
益
者

負
担
を
原
則
と
す
る
こ
と
を
基
本
的
な

方
針
と
し
て
編
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

厳
し
い
財
務
状
況
を
反
映
し
て
事
業
活

動
支
出
が
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
４

ｏ
２

７
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
事
業
費
が
前

年
度
比
同
額
で
あ
る
の
に
対
し
、
管
理

費
は
マ
イ
ナ
ス
６

ｏ
４
ずヽ自
と
よ
り
経
費

節
減
の
姿
勢
を
明
確
に
し
て
い
る
。

両
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
後
、

い
っ
た
ん
総
会
の
議
事
を
閉
じ
、
そ
の

後
、
執
行
部
よ
り
東
ア
ジ
ア
三
国
学
生

の
登
山
を
通
し
て
の
交
流
を
目
指
し
た
　
１

「第
１
回
日
中
韓
学
生
交
流
登
山
」
の
発
　
陽

足
経
緯
と
実
施
状
況
、
今
年
度
の
計
画

（韓
国
山
岳
会
が
担
当
し
、本
年
８
月
下

旬
、
岩
登
り
を
中
心
と
し
た
計
画
が
進

行
中
）
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
続

い
て
今
般
の
公
益
法
人
改
革
の
概
要
説

明
が
あ

っ
た
。
「公
益
社
団
法
人
」
「
一

般
社
団
法
人
」
の
い
ず
れ
に
移
行
す
る

に
し
て
も
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ

「公

益
目
的
事
業
」
の
実
施
が
義
務
づ
け
ら

れ
、
相
当
繁
雑
な
作
業
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

審
議
等
が
終
了
し
た
後
は
恒
例
の
懇

親
会
に
移
り
、
和
や
か
な
懇
談
が
続
け

ら
れ
、
滞
り
な
く
総
会
を
終
了
し
た
。
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7月

7月 中旬

7月 中旬

7月 ～8月

9月 23日

10月 中旬

通年

白山登山道整備事業 (石川)

高山植物盗掘防止パ トロール (青森)

高山植物植生調査 (山形)

グリーンパ トロール (信濃)

ブナ苗木移植 (岩手)

九重山系標識等の設置・補修、木道点検・修理 (東九州)

高尾の森づくり (自 然保護)

森林保全巡視活動 (北九州)

大山頂上の保護事業 (山陰)

猿投の森づくり (東海)

(6)国際交流事業

5月 9日   ヒラリー卿追悼講演会・映画会 (海外)

10月    ヒマラヤの集い (栃木)

通年    日中韓学生交流登山の準備 (学生)

(7)そ の他目的を達成するための事業

※山岳遭難の予防と対策に関する関係団体との協議

※国内関係団体 (日 本山岳協会、東京都山岳連盟、日本ネパール協会、

日本ヒマラヤ協会、日本勤労者山岳連盟、日本ヒマラヤン・アドベ

ンチャー・トラスト、日本山岳文化学会)と の連携

※海外登山団体との情報交換及び機関誌の交換等

※国内博物館 0美術館との提携

※「上高地山岳研究所」の運用

※登山記録等の保存・整備

2.会員のための事業 (共益事業)

(1)登山、集会、施設の運用等

4月    上高地山研開所 (山研)

5月    第18回 山を語る (図書)

5月    春の熊野古道 (集会)

5月     学生部所属大学山岳部新入部員歓迎会 (学生)

5月     新入会員のための徳本峠越えとウェストン祭 (山研)

8月    北アルプスを歩く (集会)

9月     オータムコンサート (山研)

9月     第13回古道を歩く (図書)

10月    紅葉山行 (奈良 集会)

10月    第24回全国支部懇談会 (平尾台 北九州)

10月    新入会員オリエンテーション (総務)

10月    クライミング集会 (学生)

11月    上高地山研閉所 (山研)

11月    第37回山岳史懇談会 (図書)

11月    学生部所属大学山岳部マラソン大会 (学生)

12月 6日   平成20年度年次晩餐会 (高輪プリンスホテル 総務)

12月 7日   晩餐会記念山行 (集会)

12月 30日   上高地山研冬季開所 (山研)

1月     タスマニア登山 (集会)

1月     スキー懇親会 (栂池 集会)

1月     第39回山岳図書を語るタベ (図書)

3月    第26回図書交換会 (図書)

(2)海外登山等

※第10次 インド・ヒマラヤ登山隊の派遣準備 (東海)

(3)会議等

※通常総会の開催 (5月 17日・平成21年 3月 )

※理事会の開催 (11回 )

※常務理事会の開催 (11回 )

※支部長会議 (5月 09月 。12月 )

※支部事務局担当者会議の開催 (2月 )

※評議員会の開催 (随時)

饉 2

(社)日本山岳会 平成20年度事業計画 (主な事業)

平成20年 4月 1日 ～平成21年 3月 31日

1.公益目的事業

(1)登山に関する文化・学術の振興事業

4月    今西錦司賞 (京都・岐阜)

4月 ～11月  ミニ水力発電装置運用 (山岳研究所運営)

5月     英文ジャーナル Capmese Alpine News Vol.9)の 発行

5月 31～ 6月 1日 ウェストン祭 (上高地・信濃)

6月 15日   講演会「地図読みについて」(茨城)

7月 5日   第 4回山の博覧会 (山梨)

10月    全国山岳博物館等連絡会議 (資料・映像)

12月    第10回秩父宮記念山岳賞

12月    「山岳」103(2008)年の発行 (山岳編集)

通年    会報「山」755号～766号の発行
″     アラスカ・マッキンリー峰気象観測 (科学)

″     図書室の整備・研究 (図書管理・図書)

″     登山資料・山岳絵画の整備 (資料・映像)

(2)児童・青少年の育成事業

7月 21月   青少年体験登山大会 (東九州)

7月 下旬  第 9回自然児学校 (北海道)

7月下旬  少年少女登山教室 (青森)

8月    子供登山教室 (宮崎)

8月    子供自然教室 (京都)

年 4回   宮崎家庭裁判所少年補導委託登山 (宮崎)

8月 9日 ～10日 白山親子登山 (福井)

10月 26日   第15回視覚障害者支援登山大会 (東九州)

11月    雪山の安全登山教室 (京都)

秋     親と子のふれあい登山教室 (東海)

″     スペシャルオリンピックス、知的障害児との登山(東海)

(3)スポーツ及び登山に関する教育・啓蒙事業

春～夏   初心者登山教室 (静岡)

5月 中旬  JAC会 員と一緒に登ろう (山形)

7月 13日   市民登山 (岩手)

10月上旬  JAC会 員と一緒に登ろう (山形)

～11月   四国分水嶺踏査 (関西)

2月    海外登山助成金の交付

通年    中国新聞「登山講座」(広島)

″     中日文化センター登山教室 (東海)

″     NHK文 化センター春期登山教室 (東海)

(4)事故防止事業

10月    講習会「山岳遭難救助の実際」(指導)

11月    救急救命法講習会 (指導)

11月    雪崩講習会 (机上)(指導)

秋     講演会「山での道迷い」(医療)

秋     講演会「高所登山における突然死を考える」(医療)

2月    県警察山岳救助指導者講習 (宮城)

(5)山岳環境保全事業

1月 ～4月  山岳環境保護・保全調査 (山形)

3月 ～11月  権現の森林づくり (岐阜)

4月 19日 ～20日  自然保護全国集会 (自 然保護)

4月 23日～5月 13日  ヒマラヤ環境調査 トレッキング隊 (自 然保護 。科学)

4月 ～9月  登山道の整備 (福島)

5月～11月  森林パ トロール (岐阜)

6月    白神山地ブナ林再生事業 (青森)

6月上旬  支笏湖周辺復興の森づくり (北海道)

6月 ～8月  山岳レインジャー活動 (山梨)
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科 目 増 減

2.事業活動支出
事業費

出版事業費

図書管理事業費

調査研究事業費

指導研究事業費

支部事業費

海外事業費

山岳研究所事業費

山岳研究所管理費

ミニ水力発電運営費

海外登山補助費

その他事業費

印刷 。製本費

刊行物発送費

事業費計

管理費

給料手当

文具消耗品費

印刷製本費

旅費交通費

通信運搬費

火災保険料

修繕費

租税公課

光熱水道料

電話料

会議費

什器備品費

振替手数料

福利厚生費

事務所管理費

その他管理費

負担金

賃借料

雑費

管理費計

特定預金支出

長期計画積立金支出

秩父宮記念賞基金支出

海外登山基金支出

終身会費積立金支出

退職給与引当預金支出

特定預金支出計

11,150,000

200,000

2,800,000

490,000

10,000,000

150,000

1,580,000

2,560,000

150,000

1,500,000

9,300,000

500,000

4,200,000

44,580,000

11,000,000

200,000

2,020,000

750,000

10,000,000

170,000

1,580,000

2,560,000

200,000

2,000,000

9,900,000

0

4,200,000

44,580,000

150,000

0

780,000

-260,000

0

-20,000

0

0

-50,000

-500,000

-600,000

500,000

0

0

12,000,000

100,000

1,250,000

500,000

800,000

180,000

100,000

650,000

650,000

320,000

50,000

100,000

800,000

2,000,000

1,240,000

1,800,000

50,000

3,240,000

600,000

26,430,000

13,000,000

100,000

1,250,000

800,000

800,000

180,000

100,000

650,000

650,000

320,000

50,000

100,000

750,000

1,850,000

1,240,000

2,500,000

60,000

3,240,000

600,000

28,240,000

-1,000,000

0

0

-300,000

0

0

0

0

0

0

0

0

50,000

150,000

0

-700,000

-10,000

0

0

-1,810,000

0

0

0

500,000

0

500,000

1,000,000

0

0

800,000

0

19800.000

0

-1,000,000

0

-300,000

0

-1,300,000

事業活動支出計 71,510,000 74,620,000 -3,110,000

事業活動収支差額 1,600,000 -188,000 1,788,000

平成20年度収支予算書
平成20年 4月 1日 から平成21年 3月 31日 まで

科 目 Ⅷ 階 予算額 前年度予算額 増 減 備考

I 事業活動収支の部

1.事業活動収入

基本財産運用収入

基本財産利息収入

会費・入会金収入

入会金収入

通常会費収入

終身会費収入

会費・入会金収入計

事業収入

広告料収入

印税収入

刊行物売上収入

山研使用料収入

その他事業収入

事業収入計

補助金等収入

補助金収入

寄付金収入

寄付金収入

雑収入

受取利息

雑収入

雑収入計

10,000 2,000 8,000

2,200,000

61,000,000

500,000

63,700,000

3,000,000

60,000,000

800,000

63,800,000

-800,000

1,000,000

-300,000

-100,000

1,600,000

0

300,000

2,500,000

2,000,000

6,400,000

1,600,000

0

300,000

2,500,000

2,500,000

6,900,000

0

0

0

0

-500,000

-500,000

1,500,000 3,000,000 -1,500,000

300,000

1,200,000

1,500,000

30,000

700,000

730,000

270,000

500,000

770,000

事業活動収入計 73,110,000 74,432,000 -1,322,000

不斗 目 増 減

I 投資活動収支の部
1。 投資活動収入

投資活動収入計
2.投資活動支出

投資活動支出計

投資活動収支差額

0 0 0

Ⅲ 財務活動収支の部
1.財務活動収入

財務活動収入計
2.財務活動支出

財務活動支出計

財務活動収支差額

0 0 0

Ⅳ 予備費支出 1,500,000 2,000,000 -500,000

当期収支差額

繰越収支差額

次期繰越収支差額

100,000 -2,188,000 2,288,000

7,065,283 9,253,283 -2,188,000

7,165,283 7.065。283 100。000

菫 3
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チ
ベ
ッ
ト
問
題
と
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
聖
火

リ

レ

ー

江
本
嘉
伸

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
の
登
山
史
の
な
か
で
、

２
０
０
８
年
春
は
、
特
別
な
政
治
的
困

難
を
伴

っ
た
季
節
と
し
て
記
憶
さ
れ
る

だ
ろ
う
。
８
月
８
日
に
開
会
す
る
予
定

の
北
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
。
国
家
の
威
信

を
か
け
た
こ
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
計
画
さ
れ
た
チ
ョ
モ
ラ

ン
マ
聖
火
リ
レ
ー
だ

っ
た
が
、
世
界
中

の
関
心
は
ラ
サ
は
じ
め
各
地
で
立
ち
上

が
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
人
た
ち
の
命
が
け
の

抗
議
行
動
に
集
中
し
た
。
チ
ョ
モ
ラ
ン

マ
と
は
別
に
、
世
界
の
都
市
を
走
り
つ

な
ぐ

「本
来
の
聖
火
リ
レ
ー
」
へ
の
さ

ま
ざ
ま
な
妨
害
事
件
が
発
生
、
平
和
な

祭
典
の
雰
囲
気
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
と

な
っ
た
。
同
時
に
そ
れ
は
登
山
者
ひ
と

り
ひ
と
り
に
チ
ベ
ッ
ト
問
題
と
は
何
か
、

を
つ
き
つ
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
聖
大
リ
レ
ー

聖
火
リ
レ
ー
の
計
画
は
２
０
０
３
年

に
発
表
さ
れ
、
当
初
は
ネ
パ
ー
ル
側
か

ら
縦
走
す
る
コ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
た
が
、

そ
の
後
中
国
国
内
だ
け
で
完
結
す
る
か

た
ち
に
変
更
さ
れ
た
。
強
風
に
加
え
て

低
温
、
低
酸
素
の
環
境
で
ト
ー
チ
に
火

を
と
も
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
、

０７
年
に
は
実
際
項
上
で
の
テ
ス
ト
ま
で

行
な
わ
れ
た
。
最
終
的
に
は
項
上
で
点

火
す
る
の
で
は
な
く
、
直
下
の
岩
場
で

点
火
、
数
人
が
リ
レ
ー
す
る
方
式
に
な

る
よ
う
だ
。
映
像
に
動
き
を
加
え
、
よ

り
感
動
的
な
イ
ベ
ン
ト
に
し
よ
う
と
い

う
ね
ら
い
だ
ろ
う
。

総
勢
５０
名
か
ら
成
る
中
国
の
聖
火
リ

レ
ー
登
山
隊
は
４
月
３
日
、
ベ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
か
ら
６
４
０
０
房
の
前
進
ベ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
ヘ
移
動
を
開
始
。
す
で
に

ノ
ー
ス

・
コ
ル
ヘ
の
ル
ー
ト
は
ル
ー
ト

エ
作
さ
れ
、
固
定
ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
て

お
り
、
数
百
の
ポ
ー
タ
ー
が
間
も
な
く

荷
揚
げ
に
動
き
出
す
予
定
と
い
う
。
聖

火
リ
レ
ー
の
模
様
を
中
継
す
る
中
国
中

央
テ
レ
ビ
の
ス
タ
ッ
フ

（な
ん
と
８６
名

の
大
部
隊
―
）
も
す
で
に
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
に
入
り
、
今
後
上
部
４
カ
所
に
中

継
カ
メ
ラ
を
据
え
て
世
界
に
画
像
を
送

る
計
画
だ
。

聖
火
リ
レ
ー
登
山
隊
は
３
回
登
項
隊

を
出
す
計
画
を
立
て
て
い
る
と
い
う
。

第

一
次
隊
は
４
月
２８
日
に
８
３
０
０
い
川

の
最
終
キ
ャ
ン
プ
か
ら
項
上
を
目
指
す
。

山
項
で
特
殊
な
防
風
装
置
を
施
し
た
ト

ー
チ
に
点
火
、
そ
れ
を
か
ざ
し
て
ベ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
ま
で
下
山
す
る
。
す
で
に

昨
年
５
月
、
テ
ス
ト
登
項
と
山
頂
で
の

ト
ー
チ
点
火
に
成
功
し
て
お
り
、
天
候

さ
え
安
定
す
れ
ば
、
計
画
は
順
調
に
終

え
る
予
定
だ
。

こ
の
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功

さ
せ
る
た
め
、
中
国
政
府
は
チ
ョ
モ
ラ

ン
マ
の
北
側
か
ら
の
登
攀
を
５
月
１０
日

ま
で
禁
止
し
た
。
ネ
パ
ー
ル
側
か
ら
の

隊
も
４
月
い
っ
ぱ
い
は
行
動
で
き
る
の

が
７
３
０
０
い
川
の
第
３
キ
ャ
ン
プ
ま
で

で
、
上
部
の
登
攀
は
や
は
り
５
月
１０
日

以
後
ね
ら
う
こ
と
に
な
る
。

「
・
３
月
１０
日
」
に
起
き
た
こ
と

チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
の
聖
火
リ
レ
ー
そ
の

も
の
は
、
順
調
に
進
行
す
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
３
月
２４
日
に
ア
テ
ネ
で
採
火

さ
れ
、
中
国
を
ス
タ
ー
ト
地
点
に
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
、
サ
ン

ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
と
運
ば
れ
た
本
来

の
ト
ー
チ
の
進
路
は
難
航
し
た
。
欧
州

に
入
る
と
最
初
の
ロ
ン
ド
ン
で
妨
害
を

受
け
、
８
日
の
パ
リ
で
は
、
相
次
ぐ
体

当
た
り
攻
撃
に
数
キ
ロ
走

っ
た
後
は
、

ラ
ン
ナ
ー
と
も
ど
も
バ
ス
で
輸
送
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
大
西
洋
を
越
え
て
１０
日

ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
に
上
陸
し
た
際
も
、
大
々
的
な
抗
議

デ
モ
の
洗
礼
を
受
け
た
。

４
月
半
ば
現
在
、
問
題
は
北
京
も
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
も
飛
び
越
え
て
ま
っ
た
く

別
の
シ
ビ
ア
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

全
世
界
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
の
人
々
の
闘
い

に
共
感
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
、

各
国
で
始
ま
っ
た
聖
火
リ
レ
ー
は
、
こ

と
ご
と
く
妨
害
に
遭

っ
て
い
る
の
だ
。
　

４

チ
ベ
ッ
ト
人
た
ち
が
３
月
に
行
動
を
　
目

起
こ
し
た
背
景
と
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
現

代
史
で

「３
月
１０
日
」
が
意
味
す
る
も

の
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「３
月
１０
日
」
は
、
以
下
の
よ
う
な
経

緯
で

「特
別
な
日
」
に
な
っ
た
。

１
９
４
９
年
１０
月
、
中
国
共
産
党
軍

は
中
国
全
土
を
掌
握
、
チ
ベ
ッ
ト
が
中

国
の

一
部
で
あ
る
、
と
宣
言
、
外
国
の

帝
国
主
義
勢
力
か
ら
解
放
す
る
た
め
人

民
解
放
軍
が
チ
ベ
ッ
ト
め
ざ
し
て
進
駐

す
る
、
と
発
表
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

チ
ベ
ッ
ト
政
府
は

「中
国
と
チ
ベ
ッ
ト

の
関
係
は
施
主
と
ラ
マ
と
の
関
係
で
あ

り
、
チ
ベ
ッ
ト
が
中
国
の

一
部
で
あ
っ
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た
こ
と
は

一
度
も
な
い
」
と
抗
議
し
た

が
、
１
９
５
１
年
に
は
解
放
軍
が
東
チ

ベ
ッ
ト
の
チ
ャ
ム
ド

（昌
都
）
に
侵
攻
、

ラ
サ
に
も
２
万
の
兵
が
侵
攻
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
カ
ム

（東
チ
ベ
ッ
ト

一
帯
）
と
ア
ム
ド

（青
海
省

一
帯
）
の

チ
ベ
ッ
ト
人
た
ち
は
山
に
入
り
、
グ
リ

ラ
活
動
に
身
を
投
じ
た
。
カ
ム
の
人
々

は

「国
家
防
衛
義
勇
軍
」
と
称
す
る
軍

を
組
織
、
１
９
５
８
年
ま
で
に
チ
ベ
ッ

ト
の
戦
闘
力
は
増
大
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
以
上
に
中
国
解
放
軍
は
勢
力
を
増

強
し
、
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
く
な
か
で

１
９
５
９
年
を
迎
え
た
。

１
９
５
９
年
２
月
、
ラ
サ
に
進
駐
し

て
い
た
中
国
当
局
が
ダ
ラ
イ

ニ
フ
マ
ー４ベースキャンプに近い、1980年 当時のロンブク僧院 (筆者撮影)

世
を
観
劇
に
招
待
し
た
。
そ
の
際
、
護

衛
な
し
で
ひ
と
り
で
解
放
軍
司
令
部
に

来
て
ほ
し
い
、
と
ダ
ラ
イ

ニ
フ
マ
の
護

衛
隊
長
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
チ
ベ
ッ

ト
政
府
内
で
議
論
の
的
と
な
っ
た
。
法

王
が
ひ
と
り
解
放
軍
司
令
部
に
招
待
さ

れ
た
こ
と
は
ラ
サ
市
民
の
間
に
た
ち
ま

ち
広
ま
り
、
チ
ベ
ッ
ト
人
た
ち
は
騒
然

と
し
た
。
ダ
ラ
イ

ニ
フ
マ
が
誘
拐
さ
れ

る
も
の
と
思
い
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
ダ
ラ
イ

ｉ
フ
マ
が
司
令

部
を
訪
れ
る
予
定
だ
っ
た
３
月
１０
日
、

３
万
人
の
市
民
が
ノ
ル
ブ
リ
ン
カ
宮
殿

を
取
り
囲
み
、　
一
触
即
発
の
状
況
と
な

っ
た
。
「
ラ
サ
蜂
起
」
と
後
に
呼
ば
れ
る

抗
議
行
動
が
こ
れ
で
あ
っ
た
。

２３
歳
の

ダ
ラ
イ

ニ
フ
マ
ー４
世
は
衝
突
を
回
避
し

よ
う
と
懐
柔
に
努
め
た
が
、
緊
張
は
増

大
し
、
衝
突
は
時
間
の
問
題
だ
っ
た
。

こ
の
状
況
を
見
て
３
月
１７
日
夜
、
つ
い

に
ダ
ラ
イ

ニ
フ
マ
は

一
兵
卒
に
変
装
し

て
ラ
サ
を
離
れ
た
。

チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
に
初
め
て
入
っ
た
日
本

山
岳
会
隊

以
後
、
毎
年
３
月
１０
日
が
来
る
た
び

に
チ
ベ
ッ
ト
人
た
ち
は

「ラ
サ
蜂
起
」

を
記
念
し
て
ダ
ラ
イ

ニ
フ
マ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
聞
き
、
集
会
を
開
く
の
で
あ
る
。

今
年
も
３
月
１０
日
に
は
ラ
サ
で
僧
侶
を

含
む
数
百
人
規
模
の
デ
モ
が
組
織
さ
れ

た
。
当
局
が
素
早
く
制
圧
し
た
た
め
、

重
大
な
事
態
と
し
て
は
世
界
に
伝
え
ら

れ
な
か
っ
た
が
、

１４
日
に
な
っ
て
か
ら

僧
や
市
民
に
よ
る
激
し
い
抗
議
行
動
が

始
ま
り
、
各
地
に
飛
び
火
し
た
。

国
を
消
さ
れ
、
さ
ら
に
固
有
の
文
化

も
抹
殺
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
人
々
が
、

「３
月
１０
日
」
の
チ
ベ
ッ
ト
蜂
起
４９
周
年

の
記
念
日
に
、
国
際
世
論
に
訴
え
る
に

は
こ
の
時
し
か
な
い
、
と
命
が
け
で
行

動
に
出
た
の
だ
。
そ
の
意
志
を
応
援
し

た
い
と
思
う
各
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た

ち
が
チ
ベ
ッ
ト
人
た
ち
を
支
持
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
抗
議
行
動
を
展
開
し
た
。
こ

の
動
き
は
８
月
の
北
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク

の
日
ま
で
何
ら
か
の
か
た
ち
で
続
く
の

で
は
な
い
か
。

文
化
大
革
命
の
混
乱
と
恐
怖
の
時
期

を
経
た
１
９
７
０
年
代
末
、
中
国
は
初

め
て
外
国
に
チ
ベ
ッ
ト
を
開
放
し
た
。

先
陣
を
切

っ
て
日
本
山
岳
会
が
チ
ョ
モ

ラ
ン
マ
の
登
山
許
可
を
得
、

７９
年
に
は

偵
察
隊
が
チ
ベ
ッ
ト
に
入
っ
た
。
自
分

の
属
す
る
新
聞
社
が
後
援
す
る
こ
と
に

な
っ
た
た
め
、
筆
者
も
８０
年
の
本
隊
に

報
道
と
し
て
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、

チ
ベ
ッ
ト
の
人
と
風
土
に
は
圧
倒
さ
れ

た
。今

と
違

っ
て
ホ
テ
ル
な
ど
な
く
、
ラ

サ
の

「招
待
所
」
と
呼
ば
れ
る
宿
に
泊

ま
っ
た
の
も
懐
か
し
い
。
バ
ス
や
ト
ラ

ッ
ク
で

一
気
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
ま
で

入
っ
て
し
ま
う
の
を
体
験
し
て
ほ
ん
と

う
に
驚
い
た
。
文
革
の
破
壊
行
為
の
傷

跡
が
あ
ち
こ
ち
に
無
残
に
姿
を
さ
ら
し
、

有
名
な
ロ
ン
ブ
ク
僧
院
は
、
瓦
礫
の
中

に
崩
壊
し
て
い
た
。
荒
涼
と
し
た
風
景

で
は
あ
っ
た
が
、
ラ
サ
の
ジ
ョ
カ
ン
寺

周
辺
の
露
店
や
巡
礼
た
ち
は
活
気
に
あ

ふ
れ
、
や
は
リ
チ
ベ
ッ
ト
人
の
世
界
は

魅
力
的
だ

っ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
の
文
化
は

じ
ぶ
と
く
生
き
残

っ
て
い
る
、
と
感
じ

た
も
の
で
あ
る
。

隊
の
公
式
記
録

『チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
ｏ

５

チ
ベ
ッ
ト
　
日
本
山
岳
会
珠
穆
朗
垢
登
　
麟

山
隊
公
式
報
告
書
』
（講
談
社
刊
）
に
は
、

登
攀
記
録
だ
け
で
な
く
、
チ
ベ
ッ
ト
の

ル
ポ
、
歴
史
や
文
化
な
ど
の
記
述
が
多

め
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
こ

と
を
ぜ
ひ
伝
え
た
か
っ
た
か
ら
だ
。

河
口
慧
海
、
能
海
寛
ら
百
年
前
の
先

達
の
足
跡
を
た
ど
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、

日
本
と
チ
ベ
ッ
ト
と
の
出
会
い
に
は
結

構
密
な
歴
史
が
あ
る
。
仏
教
を
大
事
に

し
て
き
た
仲
間
で
も
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト

の
文
化
を
消
し
て
は
な
ら
な
い
。

「天
空
列
車
」
に
乗

っ
て
も
、
チ
ベ
ッ

ト
人
が
大
事
に
し
て
き
た
も
の
に
目
を

向
け
、
深
く
考
え
て
ほ
し
い
。
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委
員
会
紹
介

公
益
活
動
を
重
視
し
た
０７
年
の
指
導
委
員
会

昨
年
９
月
号
に

「最
近
の
遭
難
と
登

山
者
の
自
立
」
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
な
か
で
指
導
委
員
会
の
試
み
と
公

益
活
動
に
つ
い
て
の
概
要
を
述
べ
た
の

で
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
１
年
間
を
通
じ

て
委
員
会
が
行
な
っ
て
き
た
こ
と
を
も

う
少
し
詳
し
く
報
告
し
た
い
。

公
益
活
動
と
会
員
サ
ー
ビ
ス

指
導
委
員
会
は
、
こ
こ
数
年
に
わ
た

り
、
非
会
員
を
対
象
と
し
た
机
上
と
実

地
講
習
会
を
行
な
っ
て
き
た
。
こ
の
２

０
０
８
年
度
も
少
な
い
活
動
予
算
を
工

面
し
な
が
ら
公
益
的
活
動
を
重
視
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。　
一
方

「も

っ
と
会

員
サ
ー
ビ
ス
ヘ
ロ
を
向
け
、
会
員
向
け

講
習
も
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
声
も
い

た
だ
い
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
指

導
委
員
会
の
公
益
的
活
動
が
、
公
益
法

人
制
度
改
革
法
の
下
で
、
そ
の
認
定
基

準
適
合
の
要
素
の

一
つ
に
な
れ
ば
い
い
、

と
考
え
て
い
る
。
と
は
い
え
、
当
委
員

会
だ
け
が
先
走

っ
て
い
て
も
公
益
社
団

法
人
化
は
困
難
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
際
、
全
会

一
丸
と
な
っ
て
、
困
難

と
い
わ
れ
る
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越

え
て
ゆ
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
１
年
間
の
主
な
活
動

①
８
月
８
日
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「高
所

登
山
に
お
け
る
突
然
死
を
考
え
る
」

海
外
公
募
登
山
隊
等
に
お
け
る
超
高

所
で
の
死
亡
事
例
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
、
医
療
委
員
会
と
海
外
委
員
会

と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は

約
２
０
０
名
。
高
所
経
験
者
の
多
い
本

会
な
ら
で
は
の
活
発
な
討
論
が
行
な
わ

れ
た
。

②
Ｈ
月
６
日
、
講
演
会

「雪
山
救
助
現

場
の
実
際
」

長
野
県
警
山
岳
救
助
隊
副
隊
長
の
柄

澤
良

一
氏
を
講
師
に
招
き
、
後
に
述
べ

る
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー

（Ｂ
Ｃ
）
滑
走

者
に
対
す
る
机
上
セ
ミ
ナ
ー
の

一
環
と

し
て
開
催
し
た
。
臨
場
感
溢
れ
る
Ｄ
Ｖ

Ｄ
映
像
と
実
体
験
を
ふ
ま
え
た
講
演
に

出
席
者
は
真
剣
な
眼
差
し
だ
っ
た
。
非

会
員
の
山
ス
キ
ー
ヤ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー

ダ
ー
、
約
１
０
０
名
が
出
席
し
た
。
年

齢
層
も
２０
代
か
ら
３０
代
が
多
く
、
本
会

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
特
異
な
雰
囲
気
だ

っ
た
が
、
出
席
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
ビ

―
コ
ン
を
保
有
し
て
お
り
、
そ
の
意
識

の
高
さ
に
も
驚
か
さ
れ
た
。

③
ｌ２
月
８
日
、
救
急
救
命
法
講
習
会

当
委
員
会
委
員
で
も
あ
る
恵
秀
彦
氏

が
講
師
と
な
り
、
非
会
員
３５
名
が
出
席

し
、
半
日
講
習
を
行
な
っ
た
。
内
容
は
、

ケ
ガ
の
危
険
と
応
急
手
当
、
骨
・関
節
・

筋
肉
の
ケ
ガ
、
ス
プ
リ
ン
ト

（副
木
）

の
あ
て
方
、
低
体
温
症

・
搬
送
な
ど
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
な
が
ら
、
よ

り
実
戦
的
に
行
な
っ
た
。
こ
こ
で
学
ん

だ
こ
と
は
２
月
の
実
地
講
習
会
で
さ
ら

に
磨
き
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
。

④
ｌ
月
１６
日
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
講
習
会

当
委
員
会
委
員
で
、
プ
ロ
ガ
イ
ド
で

も
あ
る
棚
橋
靖
氏
を
講
師
と
し
て
開
催

し
た
。
非
会
員
３６
名
が
日
ご
ろ
な
じ
み

の
少
な
い
ロ
ー
プ
に
ふ
れ
、
各
種
結
節

法

（８
の
字
結
び
、
ク
ロ
ー
ブ
ヒ
ッ
チ
、

ム
ン
タ
ー
ヒ
ッ
チ
、
ク
レ
ム
ハ
イ
ス
ト
、

マ
ッ
シ
ャ
ー
、
プ
ル
ー
ジ
ッ
ク
な
ど
）

や
負
傷
者
の
梱
包
、
搬
送
な
ど
を
学
ん

だ
。

⑤
２
月
２３
日
～
２４
日
、実
地
講
習
（雪
崩

対
策
及
び
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
）

こ
の
講
習
会
は
、
次
ペ
ー
ジ
に
田
畑

委
員
が
報
告
し
て
い
る
、
バ
ッ
ク
カ
ン

ト
リ
ー

（Ｂ
Ｃ
）
講
習
会
の
ま
と
め
と

な
る
実
地
講
習
会
で
あ
り
、
新
潟
の
関

温
泉
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
た
。
②
か

ら
④
ま
で
の
机
上
講
習
会
に
出
席
し
た

非
会
員
３６
名
を
対
象
と
し
た
も
の
。
主

任
講
師
は
棚
橋
靖
氏
が
つ
と
め
、
富
山

在
住
の
プ
ロ
ガ
イ
ド
稲
葉
英
樹
氏
を
含

め
て
、
指
導
委
員
と
補
助
員
で
総
勢
１３

名
の
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
し
た
。
講
習
内

容
は
、
ピ

ッ
ト
チ
ェ
ッ
ク
、
ビ
ー
コ
ン
、

プ
ロ
ー
ブ
、
シ
ャ
ベ
ル
、
救
出
、
梱
包
、

搬
送
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
パ
ー
テ
ィ
シ

ッ
プ
、
読
図
と
多
岐
に
わ
た
る
充
実
し

た
も
の
だ
っ
た
。

１
年
間
の
振
り
返
り

こ
の
よ
う
に
し
て
、
指
導
委
員
会
は
、

非
会
員
の
Ｂ
Ｃ
滑
走
者
を
主
な
対
象
と
　
６

し
た
講
習
会
を
行
な
っ
て
き
た
わ
け
だ
　
整

が
、
年
間
の
委
員
会
予
算
は
１９
万
円
だ

か
ら
、
こ
れ
で
す
べ
て
の
経
費
が
ま
か

な
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
講
師
は
、
本

会
会
員
と
は
い
え
プ
ロ
ガ
イ
ド
で
あ
る
。

そ
れ
も
学
生
部
出
身
で

「山
で
身
を
立

て
る
」
と
決
心
し
た
頼
も
し
い
連
中
な

の
だ
。
出
身
山
岳
部
も
違
う
委
員
た
ち

が
先
輩
面
し
て
、
「お
い
、
た
だ
働
き
し

て
く
れ
よ
」
な
ど
と
、
ま
さ
に
筋
違
い

の
こ
と
な
ど
言
え
る
訳
が
な
い
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
指
導
委
員
会
で
は
、
各

イ
ベ
ン
ト
は
受
益
者
負
担
に
重
点
を
お

き
、
参
加
者
に
は
十
分
な
付
加
価
値
を

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
内
容
も
工
夫
し
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て
参
加
費
を
徴
収
し
て
き
た
。

結
果
、
年
度
末
に
は
決
し
て
多
く
は

な
い
委
員
会
予
算
を
活
用
し
て
、
「室
内

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ボ
ー
ド

・
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
特
別
仕
様
」
を
購
入
す
る
こ
と
ま
で

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
ボ
ー
ド

は
市
販
の
も
の
を
特
注
し
、
通
常
の
１

１
０
度
面
に
加
え
て
裏
側
の
８０
度
斜
面

に
も
立
ち
こ
め
る
よ
う
に
し
た
た
め
、

流
動
分
散
や
懸
垂
下
降
姿
勢
な
ど
も
練

習
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
ボ
ー
ド
は
組

み
立
て
式
な
の
で
、
常
時
自
立
で
は
な

い
の
が
残
念
だ
が
、
い
ず
れ
は
ル
ー
ム

内
で
会
員
が
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
よ

う
な
環
境
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

冒
頭
で
も
ふ
れ
た
が
、
直
面
し
て
い

る
公
益
社
団
法
人
化
へ
の
挑
戦
が
、
高

齢
化
の
進
む
本
会
に
と
っ
て
、
あ
ら
た

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
奮
い
起
こ
す
チ

ャ
ン
ス
に
な
れ
ば
と
思

っ
て
い
る
。
大

き
な
壁
も
小
さ
な
ホ
ー
ル
ド
を
つ
か
み

つ
づ
け
る
こ
と
で
越
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
か
ら
。

（黒
川

悪
）

バ

ツ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
講
習
会

昨
年
と
今
年
で
延
べ
５０
数
名
の
バ
ッ

ク
カ
ン
ト
リ
ー

（以
下
Ｂ
Ｃ
）
滑
走
者

に
対
し
「山
岳
滑
走
で
の
セ
ー
フ
テ
ィ
」

と
い
う
側
面
か
ら
の
講
習
会
を
指
導
委

員
会
が
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
専
門
シ

ョ
ッ
プ
、
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
が
そ
の
企
画

と
広
報
に
関
し
て
全
面
的
に
協
力
し
た

こ
と
は
極
め
て
重
要
な
点
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
あ
る
い
は

友
人
同
士
で
深
雪
滑
走
を
楽
し
む
た
め

に
雪
山
に
入
っ
て
い
た
本
講
習
会
の
参

加
者
た
ち
の
多
く
が
、
滑
走
技
術
は
高

い
も
の
の
安
全
面
へ
の
認
識
が
不
十
分

な
上
、
ほ
と
ん
ど
が
山
岳
会
な
ど
と
の

接
点
も
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
ゲ
レ
ン
デ
ｏ

ス
キ
ー
か
ら
派
生
し
た
Ｂ
Ｃ
滑
走
者
の

現
状
で
あ
る
。
山
岳
会
と
Ｂ
Ｃ
滑
走
者

と
の
間
に
は
大
き
な
壁
が
あ
る
。
従
来

か
ら
の
山
岳
会
の
姿
に
、
彼
ら
は
興
味

を
示
さ
な
い
。
だ
が
Ｂ
Ｃ
滑
走
の
魅
力

を
追
い
か
け
る
あ
ま
り
疎
か
に
な
り
が

ち
な
彼
ら
の
山
に
お
け
る

「安
全
面
ヘ

の
意
識
」
を
考
え
る
と
、何
は
と
も
あ
れ

日
本
山
岳
会
は
貴
重
な
存
在
と
な
り
得

る
の
だ
。
日
本
山
岳
会
の
持
つ
質
の
高

い
人
的
な
財
産
及
び
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を

最
大
限
に
活
用
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
結
果
と
し
て

「公
益
法
人
」
と
し

て
の
活
動
に
も
繋
が
る
も
の
で
も
あ
る
。

２
０
０
７
年
度
の
講
習
内
容
は
、
前

掲
の
活
動
報
告
に
あ
る
よ
う
に
、
長
野

県
警
山
岳
救
助
隊
副
隊
長
の
講
演
に
始

ま
り
、
救
急
救
命
法

（室
内
講
習
）
、
ロ

ー
プ
ワ
ー
ク

（室
内
講
習
）
と
進
み
、

そ
こ
に
雪
崩
対
策
、
救
出
と
搬
送
を
加

え
て
総
合
し
た
も
の
が
、
最
終
回
の
関

温
泉
ス
キ
ー
場
に
お
け
る
１
泊
２
日
の

雪
上
講
習
で
あ
る
。

個
々
の
講
習
内
容
に
つ
い
て
は
割
愛

す
る
が
、
救
急
救
命
法
も
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
も
多
く
の
参
加
者
に
と
っ
て
未
知
の

領
域
だ

っ
た
こ
と
は
確
か
だ
。
な
に
し

ろ
ロ
ー
プ
や
ス
リ
ン
グ
、
そ
し
て
カ
ラ

ビ
ナ
に
さ
わ
っ
た
こ
と
す
ら
な
か
っ
た

の
だ
か
ら
…
…
。

で
は
参
加
し
た
後
の
彼
ら
の
認
識
は

と
い
う
と
、
講
習
会
を
境
に
し
て
以
前

よ
り

「無
理
を
し
な
く
な
っ
た
」
と
い

う
点
に
あ
る
。
多
く
の
参
加
者
か
ら
こ

の
言
葉
を
聞
い
た
。　
一
緒
に
行
く
仲
間

に
し
て
も
、
誰
も
彼
も
で
は
な
く
、
装

備
や
知
識
、
そ
し
て
そ
の
人
の
経
験
な

ど
か
ら
選
ぶ
よ
う
に
な
り
、
講
習
会
未

参
加
の
友
人
な
ど
へ
は
講
習
会
へ
の
参

加
を
積
極
的
に
勧
め
る
よ
う
に
も
な
っ

た
。
ま
た
講
習
会
で
身
に
つ
け
た
技
術

に
よ
っ
て
よ
り
危
険
な
山
域
へ
足
を
延

ば
す
の
で
は
な
く
、
逆
に
以
前
よ
り

一

歩
手
前
で
引
き
返
す
よ
う
に
も
な
っ
た
。

周
囲
の
仲
間
に
、
Ｂ
Ｃ
滑
走
の
楽
し
さ

と
同
時
に

「雪
山
に
は
危
険
が
多
い
」

こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
伝
え
始
め
た
の

で
あ
る
。

こ
れ
は
大
き
な
変
化
で
あ
り
、
い
わ

ば

「点
か
ら
線
に
」
繋
が
っ
た
と
言
え
　
７

よ
う
。
自
分
に

「何
が
足
り
な
い
か
」
　

購

を
知
り
、
リ
ス
ク
の
少
な
い
領
域
を
適

時
選
択
し
滑
走
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

だ
。　
一
概
に

「講
習
会
を
受
け
た
＝
よ

り
危
険
度
の
高
い
（よ
り
魅
力
的
な
）
エ

リ
ア
ヘ
の
進
出
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

穏
や
か
な
日
の
「ま
っ
さ
ら
な
深
雪
」

は
危
険
を
微
塵
も
感
じ
さ
せ
な
い
。
そ

こ
を
滑
走
し
快
楽
を
覚
え
れ
ば
、
ま
た

再
び
足
を
運
び
、
繰
り
返
す
う
ち
に

徐
々
に
事
故
発
生
と
い
う
臨
界
点
に
限

り
な
く
接
近
し
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
従

来
そ
の
危
険
を
認
識
す
る
「も
の
さ
し
」

す
ら
彼
ら
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

当
た
り
前
だ
が
雪
崩
の
み
で
は
な
く
山

実際に搬送の講習を受ける参加者
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に
は
様
ざ
ま
な
危
険
が
あ
る
。
だ
が
こ

れ
ら
危
険
を
声
高
に
言
葉
で
発
し
て
も

何
も
伝
わ
ら
な
い
。
毎
冬
、
事
故
は
繰

り
返
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
根
気

強
く
伝
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

＊最
後
に
、
単
語
と
い
う
も
の
は
文
脈

の
中
で
初
め
て
意
味
を
成
す
。
う
ま
く

伝
わ

っ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
時
に
文

脈
す
ら
も
疑
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

何
の
こ
と
か
と
い
う
と
、
最
初
に
述
べ

た
よ
う
に
、
日
本
山
岳
会

（あ
る
い
は

他
団
体
）
と
い
わ
ゆ
る
Ｂ
Ｃ
滑
走
者
と

の
間
に
あ
る
大
き
な
壁
で
あ
る
。
こ
れ

は
単
に
世
代
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
だ
け
で
は

な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。

接
点
が
な
か
っ
た
の
は
、
同
じ
山
に
い

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
脈
が
異
な
っ

て
い
た
可
能
性
す
ら
も
考
え
ら
れ
る
か

ら
だ
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
う
と
、
本
講

習
会
を
運
営
す
る
な
か
で
、
山

（雪
山
）

に
関
し
て
新
た
な
視
点
か
ら
の
広
い
交

流
が
生
ま
れ
る
可
能
性
を
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

講
習
模
様
は
、
以
下
の
ブ
ロ
グ
を
参

照
し
て
ほ
し
い
。

Ｆ
洋
「
＼
＼
■
〇
『Ｆ
のＦ
Ｏ
ｐ
ぴ
〇
諄
〇
ヨ
ロ
”
①
・ピ
＼

（田
畑
智
之
）

‐
　

西

北

‐
　

東

南

カ
イ
ラ
ス
山
は
未
踏
峰
の

ま
ま
残
れ
る
か

鈴
木
正
規

世
界
の
屋
根
の
未
踏
峰
は
２１
世
紀
ま

で
残
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

未
踏
の
高
峰
は
残
り
少
な
く
な
っ
た
。

８
０
０
０
際
川峰
１４
座
は
１
９
６
４
年
ま

で
に
登
り
尽
く
さ
れ
、
７
０
０
０
際
川峰

も
次
々
と
登
ら
れ
た
。
残
る
の
は
あ
と

せ
い
ぜ
い
２
峰
ほ
ど
に
す
ぎ
な
い
。
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
最
後
の
輝
き
を
消
す
ま
い
と

必
死
に
抵
抗
す
る
秘
峰
に
、
今
年
も
各

国
隊
が
し
の
ぎ
を
削

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
地
球
上
の
初

登
項
時
代
は
こ
こ
２
、
３
年
で
終
わ
る

こ
と
は
な
さ
そ
う
だ
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

７
０
０
０
際
川
の
未
踏
峰
が
な
く
な
っ
て

も
、
６
０
０
０
際
川級
の
未
踏
峰
が
ま
だ

３
０
０
０
峰
以
上
も
残

っ
て
い
る
か
ら

だ
。
ま
た
、
５
０
０
０
房
級
の
山
と
な

る
と
星
の
数
ほ
ど
残

っ
て
い
る
。

会員の皆様のご意見、エッセイ、

俳句、短歌、詩などを掲載する

ベージです。どしどしご投稿く

ださい。 (紙面に限りがありま

すので、 1点につき1000字程

度でお願いします)

中
国
の
東
部
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
雲
南
省

に
か
け
て
白
銀
の
山
並
み
が
連
な
る
。

ど
の
山
の
名
前
を
尋
ね
て
も
地
元
民
か

ら
は

一
様
に

「カ
ン
、
カ
ン
」
（白

い

山
）
と
い
う
言
葉
が
返

っ
て
く
る
。
つ

ま
り
は
無
名
峰
ば
か
り
な
の
だ
。
こ
う

し
た
未
探
検
地
域
は
他
に
も
多
く
、
探

検
登
山
の
楽
し
み
は
尽
き
な
い
。

無
数
に
あ
る
６
０
０
０
い
川級
の
未
踏

峰
の
な
か
で
永
久
に
残
り
そ
う
な
山
に
、

チ
ベ
ッ
ト
最
奥
に
答
え
る
カ
ン

・
リ
ン

ポ
チ
ェ
、
６
６
３
８
際
川
が
あ
る
。
山
名

「カ
ン
」
は
チ
ベ
ッ
ト
語
で
（雪
山
）
、
「リ

ン
ポ
チ

ェ
」
は
（尊
者
）
で

（尊

い
雪

山
）
と
い
う
意
味
に
な
る
。
古
く
か
ら

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で

「カ
イ
ラ
ス
」

と
呼
ん
で
い
る
。

現
在
も
巡
礼
者
が
絶
え
な
い
が
、
ボ

ン
教
徒
は
カ
イ
ラ
ス
の
左
回
り
、
チ
ベ

ッ
ト
教
徒
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
は
右
回

り
で
山
を

一
周
す
る
。
カ
イ
ラ
ス
の
南

か
ら
見
る
山
容
は
、
上
部
が
純
自
の
氷

壁
で
全
体
は
鋭
い
ド
ー
ム
状
に
な
っ
て

い
る
。
中
央
部
に
、
項
上
直
下
か
ら
深

い
溝
が
基
部
に
向
か
っ
て
走

っ
て
い
て
、

北
側
か
ら
上
部
は
垂
直
の
氷
雪
壁
と
な

っ
て
い
る
独
立
峰
で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
教
徒
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒

が

（尊
い
雪
の
山
）
と
崇
拝
す
る
聖
山

だ
か
ら
、
信
者
た
ち
は
３
０
０
０
キ

ロも

歩
い
て
巡
礼
に
訪
れ
る
。
体
を
大
地
に

投
げ
出
し
て
祈
る

「五
体
投
地
」
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
カ
イ
ラ
ス
の
周
囲
を

巡
る
苦
行
は
千
数
百
年
前
か
ら
続
い
て

い
る
。

こ
の
秘
峰
を
登
ろ
う
と
し
た
登
山
隊

は
こ
れ
ま
で
は
な
い
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は

無
許
可
登
山
が
よ
く
あ
る
そ
う
だ
が
、
　

８

カ
イ
ラ
ス
山
に
限

っ
て
は
安
泰
だ
と
思
　
畷

わ
れ
る
。

明
治
四
十
年

柴
崎
測
量
官
の
鋼
岳
登
頂
日

五
十
嶋
一
晃

日
本
の
登
山
史
に
関
心
を
も

っ
て
い

る
人
び
と
の
間
で
は
、
柴
崎
測
量
官
自

身
が
剣
岳
へ
登

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

と
い
う
疑
間
が
つ
き
ま
と
い
、
よ
く
話

題
に
な
る
。

柴
崎
芳
太
郎
は
職
務
に
精
励
し
、
多

―

Ｉ

Ｓ
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く
の
成
果
を
上
げ
た
高
名
な
測
量
官
で

あ
り
、
日
本
山
岳
会
に
愛
敬
の
念
を
も

っ
て
い
た
会
員
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
柴

崎
測
量
官
の
登
項
に
疑
間
を
も
つ
こ
と

自
体
が
不
謹
慎
極
ま
る
こ
と
で
は
あ
る

が
、
疑
間
が
拭
い
き
れ
な
い
ま
ま
の
状

態
が
い
ま
ま
で
続
い
て
い
た
。

私
自
身
も

『山
岳
』
の
第
二
年
第
二

号

（明
治
４１
年
発
行
）
か
ら
第
六
年
第

二
号

（明
治
４４
年
発
行
）
に
至
る
期
岳

登
項
者
論
争
に
は
興
味
を
抱
き
、
『山

岳
』
第
六
年
第

一
号
に
柴
崎
芳
太
郎
が

「第
二
回
に
測
夫
木
山
を
率
ひ
て
、自
か

ら
登
山
し
、
以
て
四
琥

（筆
者
注

・
資

料
は
四
等
）
三
角
鶏
の
建
標
を
建
設
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
り
、
登
山
の
事
賞

は
、
夫
れ
只
此
く
の
如
き
の
み
」
と
記

し
た
唯

一
の
記
述
、
あ
る
い
は
長
男

・

柴
崎
芳
博
氏
の
記
述
し
た
い
く
つ
も
の

文
献
を
幾
度
も
読
み
返
し
た
が
、
登
頂

日
や
経
路
な
ど
が
判
明
せ
ず
、
疑
間
が

解
け
な
い
ま
ま
今
日
に
至

っ
た
。

＊測
量
に
携
わ
る
関
係
者
の
間
で
も
、

い
つ
登
項
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う

疑
間
を
密
か
に
抱
い
て
い
た
人
も
い
た
。

２
０
０
９
年
、新
田
次
郎
の
小
説
『創

岳
　
点
の
記
』
が
、
映
画
に
な
っ
て
上

映
さ
れ
る
。

こ
の
小
説
は
山
岳
文
献
を
基
に
し
た

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
て
事
実
と
は
異

な
る
が
、
山
岳
映
画
で
あ
り
、
立
山

・

剣
岳
に
お
け
る
真
摯
な
ロ
ケ
の
状
況
を

仄
聞
し
て
い
る
の
で
、
鑑
賞
す
る
楽
し

み
が
膨
ら
ん
で
い
る
。

小
説
で
は
、
創
立
３
年
目
に
入
っ
た

日
本
山
岳
会
の
会
員
が
、
剣
岳
の
初
登

項
を
狙

っ
て
い
る
模
様
を
織
り
交
ぜ
、

陸
地
測
量
部
三
角
科
第
四
班
付
陸
地
測

量
手

ｏ
柴
崎
芳
太
郎

一
行
が
、
測
量
と

い
う
仕
事
へ
の
誇
り
と
、
陸
軍
省
参
謀

本
部
陸
地
測
量
部
の
威
信
に
か
け
て
鋼

岳
へ
挑
み
、
初
登
項
を
成
し
遂
げ
る
物

語
で
あ
る
。

映
画
の
制
作
過
程
で
、
木
村
大
作
監

督
以
下
十
余
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
国
土

地
理
院
を
交
互
に
何
度
も
訪
れ
、
宮
本

純

一
測
量
成
果
係
長
ら
と
資
料
を
点
検

し
て
い
る
折
り
に
、
柴
崎
測
量
官
自
身

が
、
明
治
４０
年
７
月
２８
日
に
期
岳
へ
登

っ
た
資
料
を
確
認
し
た
。

柴
崎
測
量
官
自
身
が
登
項
し
た
記
録

は
、
「明
治
四
十
年
度
　
越
中
国
　
二
等

三
角
測
量
観
測
手
簿
　
第
五
三
七
部
」

の

「四
等
現
標
高
程
手
簿
」
に
、
日
標

設
置
日
が
明
治
４０
年
７
月
２８
日
、
ま
た

「富
山
　
測
量
標
原
簿
　
三
角
鶏
之
部
」

の

「測
量
標
原
簿
」
に
は
、
日
標
設
置

場
所
選
定
日
が
明
治
４０
年
７
月
１３
日
で

あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

今
ま
で
発
表
さ
れ
て
い
る
情
報
と
、

今
回
の
記
録
を
合
わ
せ
て
整
理
す
る
と
、

測
量
の
た
め
第
１
回
目
の
登
項
は
、
７

月
１３
日
、
現
在
の
長
次
郎
谷
か
ら
、
測

夫
の
生
田
信
と
人
夫
４
人
が
登
り
、
第

２
回
目
の
登
項
は
、
７
月
２８
日
に
柴
崎

芳
太
郎
と
測
夫
の
木
山
竹
吉
お
よ
び
人

夫
た
ち
が
登

っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

当
時
の
作
業
規
程
で
あ
る
三
角
測
量

法
式
草
案

（明
治
３４
年
４
月
３０
日
発
行
）

に

「凡
テ
観
測
ノ
場
所
二
於
イ
テ
直
ニ

為
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
と
載

っ
て
お
り
、

２
０
０
７
年
１０
月
に

『剣
岳
に
三
角
点

を
！
』
を
著
し
た
元
国
土
地
理
院
北
陸

地
方
測
量
部
部
長
の
山
田
明
氏
は

「測

量
は
全
て
現
場
主
義
で
、
そ
の
た
め
万

年
筆
で
青
色
の
イ
ン
ク
を
使
う
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
理
由
は

青
色
の
濃
淡
で
後
で
書
き
加
え
た
も
の

で
あ
る
か
が
わ
か
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
測
量
の
観
測
現
場
に
は
測
量
官
と

測
手
が
い
て
、
メ
モ
に
書
い
て
後
で
適

当
に
転
写
す
る
よ
う
な
こ
と
が
測
手
に

わ
か
れ
ば
、
即
測
量
官
と
し
て
の
生
命

が
な
く
な
る
。
測
量
官
が
測
量
官
で
あ

る
た
め
の
最
低
の
務
特
で
あ
る
。
た
だ

し
、
選
点
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
測

量
官
が
現
場
に
い
る
必
要
が
な
い
」
と

説
く
。
し
た
が
っ
て
こ
の
四
等
現
標
高

程
手
簿
は
、
剣
岳
の
項
上
で
柴
崎
測
量

官
自
身
が
書
い
た
こ
と
を
証
明
し
て
い

る
。詳

し
く
は
、
柴
崎
測
量
官
の
登
項
と

と
も
に
、
剣
岳
を
巡
る
錫
杖
や
槍
の
鑑

定
結
果
、
宇
治
長
次
郎
の
登
項
、
表
記

文
字
の
変
遷
と
統

一
、
標
高
表
記
の
変

遷
と
確
定
、
疑
間
に
思
う
呼
称
な
ど
を

合
わ
せ
て
取
り
ま
と
め
、
別
の
機
会
に

発
表
し
た
い
。

アンデス・ブランカ山群
トレッキング 11日間

●5/30(金)発●6/20(金)発 ●7/4(金)発
●8/29(金)発●9/16(火 )発

東京発着

国土交通大臣登録旅行業第490号/m日本旅行業協会正会員
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も
う
ひ
と
つ
の
自
頭
山丼

上

佑

白
頭
山
と
い
え
ば
、
京
大
の
極
地
法

登
山
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
先
の
太
平

洋
戦
争
で
敗
色
濃
厚
に
な
っ
た
こ
ろ
、

２
回
に
わ
た
り
学
術
調
査
登
山
を
し
た

隊
が
あ
っ
た
。
城
山
正
三
が
そ
の
中
心

人
物
で
あ
る
が
、
世
間
で
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
。

城
山
正
三
は
、
富
山
県
宇
奈
月
に
生

ま
れ
た
。
の
ち
に
農
林
省
水
産
講
習
所

（現
・海
洋
大
学
）
助
手
と
し
て
、
雲
鷹

丸
で
北
洋
調
査
、
樺
太
の
山
に
登
り
、

千
島
列
島
の
高
山
植
物
を
採
集
、
カ
ム

チ
ャ
ツ
カ
に
上
陸
し
漁
業
基
地
を
視
察
、

最
高
峰
の
ク
リ
チ
ェ
フ
ス
カ
ヤ
の
探
検

登
山
に
意
欲
を
燃
や
す
。
の
ち
に
筑
紫

山
岳
会
に
託
し
た
が
、
実
現
し
な
か
っ

た
。
昭
和
３
年
、
「
ツ
ン
ド
ラ
の
国
」
を

『改
造
』
新
年
号
に
寄
稿
し
た
。

下
関
の
日
本
漁
網
に
研
究
室
長
と
し

て
招
か
れ
、
昭
和
５
年
、
下
関
山
岳
会

の
創
立
を
主
導
し
た
。
昭
和
８
年
、
『山

と
渓
谷
』
３
月
号
に

「カ
ム
チ
ャ
ツ
カ

の
山
岳
」
を
発
表
。

昭
和
９
年
、
台
湾
基
隆
へ
赴
任
。
台

湾
の
主
要
山
岳
を
登
り
、
創
立
間
も
な

い
台
湾
山
岳
会
の
友
人
の
紹
介
で
、
日

本
山
岳
会
に
入
会
し
た
。
会
員
番
号
は

１
５
０
９
番
。
台
湾
山
岳
自
然
科
学
総

合
研
究
隊
を
組
織
す
る
べ
く
準
備
す
る

が
、
召
集
で
台
湾
の
陸
軍
に
入
隊
し
た
。

除
隊
後
、
下
関
か
ら
東
京
に
移

っ
た
本

社
に
勤
務
。

昭
和
１５
年
、
朝
鮮
漁
網
の
常
務
と
し

て
京
城
に
赴
任
。
「歩
け
歩
け
運
動
」
を

提
唱
し
、
在
朝
鮮
の
岳
人
に
受
け
入
れ

ら
れ
、
朝
鮮
総
督
府
の
支
持
も
受
け
、

全
朝
鮮
の
運
動
に
広
が
る
。
こ
れ
を
機

に
、
城
山
は
白
頭
山
研
究
登
山
を
計
画

し
、
朝
鮮
総
督
府
も
支
援
を
約
束
し
た
。

昭
和
１７
年
７
月
２３
日
か
ら
８
月
７
日

ま
で
、
第

一
次
探
究
登
山
を
行
な
う
。

７５
名
が
参
加
し
た
。

第
二
次
探
究
登
山
は
、
昭
和
１８
年
７

月
２４
日
か
ら
８
月
６
日
ま
で
、

８５
名
で

実
施
。
両
隊
と
も
に
、
輸
送
隊
員
に
朝

鮮
人
を
採
用
し
金
日
成
抗
日
ゲ
リ
ラ
の

襲
撃
を
避
け
た
。
城
山
が
隊
長
で
、
朝

鮮
山
岳
会
の
飯
山
達
夫
が
副
隊
長
格
で

参
加
、
医
学
班
、
文
化
班
、
湖
沼
班
、

気
象
班
、
動
物
班
、
植
物
班
、
農
林
班
、

地
学
班
の
各
分
野
で
貴
重
な
成
果
を
収

め
た
。
そ
の
結
果
を

『白
頭
山
特
輯
』

と
し
て
発
表
し
た
。

昭
和
１９
年
に
再
召
集
さ
れ
、
陸
軍
輸

送
艦

（Ｓ
Ｂ
艇
）
艇
長
中
隊
長
と
し
て

広
島
宇
品
と
朝
鮮
い
台
湾
を
往
航
。
宇

品
帰
港
直
後
、
原
爆
に
遭
遇
、
直
ち
に

市
内
の
救
護
に
当
た
り
、
白
血
病
に
か

か
っ
て
し
ま
う
。

昭
和
４５
年
に

『秘
境
白
頭
山
天
池
』

（叢
文
社
）
を
発
行
し
た
。
こ
れ
は

『白

頭
山
特
輯
』
が
、
軍
事
体
制
下
で
の
不

本
意
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
戦
災
で

失
わ
れ
た
資
料
も
多
大
で
あ
っ
た
が
、

残

っ
た
も
の
で
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

６５
年
前
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
歴
史

の
ひ
と
こ
ま
と
し
て
留
め
て
お
き
た
い
。

三
角
点
の
向
き
に
つ
い
て

古
市

進

地
形
測
量
の
基
準
点
で
あ
っ
た
三
角

点
標
石

（文
字
面
）
の
向
き
は
原
則
と

し
て
南
を
向
い
て
い
る
が
、
三
割
弱
の

例
外
も
あ
る
と
の
主
旨
を
、
以
前
こ
の

「東
西
南
北
」
欄
に
載
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
が
あ
る

（『山
』
５
６
４
号
、
１
９

９
２
年
５
月
）
。
そ
の
後
、同
様
な
主
旨

の
論
考
が
、
水
野
公
男
会
員
に
よ
っ
て

本
欄
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る

（『山
』
６
２

９
号
、
１
９
９
７
年
１０
月
）
。
い
ず
れ
も

実
地
に
観
察
し
た
統
計
結
果
が
付
さ
れ

て
い
て
、
互
い
に
補
完
し
あ
う
内
容
に

ベル ーの遺跡 と白 い山 々、魅力 を満載 した アンデス トレ ックの決定版

ラブランカ トレックと
スコ、マチュピチュ

そしてナスカの地上絵
匝菫固
5月 24日 (土 )～ 6月 7日 (土 )

6月 21日 (土 )～ 7月 5日 (土 )

¥6749000

“

aSじLAS TREK 藝覆アトラストレック
(国土交通大臣登録旅行業 1167号 )

東京/〒 160‐0008東 京都新宿区三栄町25三栄ハウス202 丁EL 03‐ 3341¨ 0030

大阪/〒 540‐ 0012大阪市中央区谷町3-4-5中央谷町ビル501号 TEL 06‐6946‐ 9111

名古屋/〒 4640807名 古屋区千穂区東山通り5-113オ …クラビル6F TEL 052Ⅲ 788¨2422

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
三
角

点
の
総
数

（二
等
以
上
で
３
万
８
０
０

０
余
）
に
対
し
て
、
い
ず
れ
の
場
合
も

サ
ン
プ
ル
数
が
数
百
程
度
で
あ
っ
て
、

十
分
な
統
計
精
度
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
確
認
数
が
も
う
少
し
増
え
た
時

点
で
追
加
を
し
た
い
と
考
え
て
き
た
。

こ
の
ほ
ど
、
そ
の
数
が
１
０
０
０
例
に

到
達
し
た
の
を
機
会
に
補
足
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
に
至

っ

た
背
景
に
つ
い
て
は
簡
単
な
が
ら
前
回

記
し
て
お
い
た
の
で
、
今
回
は
統
計
表

を
示
す
に
と
ど
め
る
。
方
向
の
分
類
は

前
回
の
方
式
に
準
拠
し
、
比
較
の
た
め

E10
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に
前
回
の
数
値
と
水
野
会
員
の
結
果
も

併
記
し
た
。
水
野
会
員
の
原
数
値
は
私

の
分
類
よ
り
も
細
か
く
分
け
ら
れ
て
い

る
の
で
、
私
の
方
式
に
準
じ
て
整
理
し

な
お
し
て
あ
る
。

一
見
し
た
と
こ
ろ
、
今
回
南
向
き
の

割
合
は
わ
ず
か
に
増
加
し
て
い
る
が
、

大
勢
に
影
響
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
。
南

以
外
の
部
分
で
は
あ
る
程
度
の
変
化
が

見
ら
れ
る
が
、
少
数
例
ゆ
え
の
不
安
定

さ
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
単
な
る
統
計

的
揺
ら
ぎ
だ
け
で
は
な
く
、　
一
部
で
地

域
的
な
偏
り
も
関
係
す
る
よ
う
な
感
触

も
受
け
て
い
る
。
そ
の
点
私
の
場
合
、

居
住
地
の
関
係
で
関
東
甲
信
越
の
比
重

が
高
い
こ
と
に
よ
る
バ
イ
ア
ス
は
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。

と
も
あ
れ
南
向
き
に
関
す
る
か
ぎ
り
、

三角点標石の向き

古市(前回) 水野 古市(今回)

サンプル数 411 525 1000

東 25(6■ %) 7(1.3%) 38(3.8%)

南 294(71.5%) 376(71.6%) 721(72■ %)

西 19(4.6%) 18(3.4%) 49(4.9%)

北 33(8.0%) 61(11.6%) 75(7.5%)

その他 40(9。 7%) 63(12.0%) 117(11.7%)

今
回
の
数
値
は
十
分
安
定
し
た
も
の
で

あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
な
に
か
の
参

考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

韓
国
山
岳
会
の
英
語
表
記
は

な
ぜ

「Ｃ
Ａ
Ｃ
」
な
の
か

Ｃ
Ａ
Ｃ
総
務
理
事
・
曹
東
植

２
月
号
の

「日
中
韓
学
生
交
流
登
山

開
催
」
の
記
事
で
、
韓
国
山
岳
会

（Ｃ

Ａ
Ｃ
）
と
し
た
と
こ
ろ

（Ｋ
Ａ
Ｃ
）
の

間
違
い
で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
合
わ

せ
が
何
件
か
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
な

ぜ

「Ｃ
Ａ
Ｃ
」
な
の
か
、
以
下
の
よ
う

な
理
由
に
よ
る
。

韓
国
山
岳
会
の
起
源
は
１
９
４
５
年
、

終
戦
直
後
の
９
月
１５
日
に
さ
か
の
ぼ
る
Ю

創
立
時
の
名
前
は

「朝
鮮
山
岳
会
」
で
、

朝
鮮
の

「０
目
〇
∽
∪
Ｚ
」
と
英
語
表
記
と

し
て

一
般
的
だ
っ
た

「〇
〇
］召
〕＞
」
の
イ

ニ
シ
ア
ル

「Ｃ
」
を
用
い
て

「Ｃ
Ａ
Ｃ
」

と
決
め
た
よ
う
で
あ
る
。
設
立
当
時
、

朝
鮮
半
島
は
南
と
北
の
問
題
な
ど
で
、

正
式
に
国
家

ｏ
政
府
が
成
立
す
る
ま
で

に
は
３
年
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

１
９
４
８
年
、
大
韓
民
国
の
成
立
後
、

山
岳
会
の
名
称
は
、
改
め
て
、
正
式
に

「韓
国
山
岳
会
」
と
な
っ
た
が
、
英
語
表

記
は

「ｏ
ｏ
男』円＞
Ｚ
ｂ
卜
・コ
Ｚ
ｕ
ｏ
ｒ
Ｃ
”
」

と
し
て
残
し
、
創
立
時
か
ら
の
伝
統
と

プ
ラ
イ
ド
を
守
り
続
け
て
い
る
。

Ｚ
＞
０
０
０
０
Ｆ
Ｕ
田
Ｚ
＞
ゴ
「＞
コ
Ｕ

２
０
０
６

受
賞
式

熊
谷
義
信

２
０
０
６
年
、
日
本
と
ネ
パ
ー
ル
の

国
交
樹
立
５０
周
年
の
記
念
行
事
が
数
多

く
両
国
で
展
開
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ネ

パ
ー
ル
の
政
情
が
不
安
定
な
現
状
か
ら

政
府
の
記
念
行
事
は
な
く
、
民
間
主
導

の
も
の
が
多
か
っ
た
。

そ
の

一
つ
の
行
事
と
し
て
、
元
在
日

ネ
パ
ー
ル
大
使
で
あ

っ
た
∪
『・Ｚ
ｕ
”
ＫＦ

氏
が
主
宰
し
て
い
る

「Ｚ
＞
↓
ＨＯ
Ｚ
＞
ｒ

∽
０
０
Ｈ”
↓
く
『
〇
”
Ｚ
”
「
Ｕ
＞
Ｆ
‐「＞
「
＞
Ｚ

コ
四
一∪
Ｚ
∪
∽
目
Ｈ「
＞
Ｚ
∪
０
０
０
”
∪
”
＞
弓
Ｈ

Ｏ
Ｚ

（Ｚ
＞
∽
９

」
が
、
ネ
パ
ー
ル
を
代

表
し
て
次
の
各
氏
に
賞
を
授
与
し
た
。

こ
の
度
受
賞
し
た
日
本
山
岳
会
会
員

は
、
川
喜
田
二
郎
、
大
森
弘

一
郎
、
故
ｏ

橋
本
龍
太
郎
、
宮
原
魏
氏
の
４
名
で
あ

る
。
川
喜
田

・
大
森

・
橋
本
各
氏
は
、

非
職
業
上
行
為
で
ネ
パ
ー
ル
に
大
き
な

貢
献
を
さ
れ
た
業
績
が
評
価
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
だ
。
宮
原
氏
は
長
年
ネ
パ
ー

ル
に
お
い
て
仕
事
を
し
、
こ
れ
か
ら
も

多
く
の
期
待
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
っ
た
。

な
お
、
こ
の
賞
の
第
１
回
受
賞
者
は
、

故

・
河
口
慧
海
氏
で
あ
る
。

０７
年
２
月
２６
日
、
カ
ト
マ
ン
ズ
に
各

界
の
要
人
が
集
ま
り
、
授
賞
式
典
が
盛

大
に
執
り
行
な
わ
れ
た
。
式
典
に
は
、

故

・
橋
本
氏
の
長
男
で
あ
る
龍
氏
、
川

喜
田
氏
の
代
理
と
し
て
ご
夫
人
、
大
森

氏
ご
本
人
が
出
席
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
式
典
の
た
め
の
旅
費
な

ら
び
に
ネ
パ
ー
ル
で
１
番
の
豪
華
ホ
テ

ル

「∪
ヨ
＞
四
パ
ン
」
の
滞
在
費
な
ど
は
、

「ｚ
＞
∽
ｏ
」
が
負
担
し
て
く
れ
た
。

日本山岳会 編
菊判/1992頁 /18900円 /ク ロス装 カバー掛け 函入

今世紀最新 。最大の山岳事典。写真や地図をふんだ

んに使つた登路図の解説から、山名の由来、山の信

仰や歴史 ・民俗まで詳 しく紹介する。

※日本山岳会の方は直接お申込みください。会員特別割引有り。

新日本山岳誌
日本山岳会創立 100周 年記念出版

環翼躙1左
京区ナカニシヤ出版冊8;::;;:18:3:

http://WWW・ nakaniShiyaoCO.jp/〔表示価 格 は税込 〕
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舌
ヽ

ヽ

，
７

・「
川

豊
里

コ
ジ
ウ
ス
コ
登
山

１
月
１０
日
か
ら
１７
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
最
高
峰
の
コ
ジ
ウ
ス
コ

（２
２
２

８
鮮
）
登
山
に
参
加
。
シ
ド
ニ
ー
、
キ

ャ
ン
ベ
ラ
市
内
を
観
光
し
、
ブ
ル
ー
マ

ウ
ン
テ
ン
、
コ
ジ
ウ
ス
コ
山
を
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
し
た
。

世
界
自
然
遺
産
の
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ

ン
は
、
ユ
ー
カ
リ
か
ら
発
散
さ
れ
る
油

分
が
太
陽
光
線
に
当
た
リ
ブ
ル
ー
の
霞

に
な
る
事
に
起
因
し
て
い
る
。
断
崖
絶

壁
に
囲
ま
れ
幾
つ
も
の
渓
谷
か
ら
成
り

立

っ
て
お
り
、
見
所
満
載
の
景
観
で
あ

る
。
悠
久
な
地
球
の
営
み
を
感
じ
る
。

エ
コ
ー
ポ
イ
ン
ト
か
ら
の
伝
説
の
ス
リ

ー
シ
ス
タ
ー
ズ
の
岩
峰
は
自
然
の
驚
異

で
あ
る
。
ト
ロ
ッ
コ
車
は
最
大
５２
度
の

斜
面
を

一
気
に
下
り
、
ス
リ
ル
を
満
喫

す
る
。
植
生
は
シ
ダ
類
が
多
く
、
ユ
ー

カ
リ
は
５
０
０
種
と
の
事
。
茶
、
ミ
ン

ト
な
ど
香
り
の
す
る
固
有
種
の
樹
木
を

生
ロ

観
察
す
る
。

断
崖
絶
壁
の
中
腹
に
造
ら
れ
た
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
回
る
。
原
住
民
が

狩
猟
時
に
生
活
し
た
跡
、
オ
ー
バ
ー
ハ

ン
グ
の
岩
、
滝
、
植
物
の
鑑
賞
、
急
階

段
を
昇
り
滝
の
上
部
を
徒
渉
し
、
落
差

１
６
０
ｂ
川
の
滝
の
全
景
を
眺
望
す
る
。

３
時
間
ほ
ど
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
あ
っ

た
が
、
変
化
に
富
ん
だ
、
自
然
の
織
り

成
す
ダ
イ
ナ
ッ
ミ
ク
な
景
観
を
肌
で
感

じ
る
。
こ
の
よ
う
な
所
に
ル
ー
ト
を
切

り
拓
い
た
人
間
の
力
に
も
感
服
す
る
。

今
回
の
メ
イ
ン
は
コ
ジ
ウ
ス
コ
山
登

項
だ
。
冬
は
ス
キ
ー
場
と
な
る
ス
レ
ド

ボ
。
４
人
乗
リ
ゴ
ン
ド
ラ
で
１
３
７
０

ｓ
川
か
ら
１
９
３
０
日
川
地
点
の
ク
ラ
ッ
ケ

ン
バ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
ヘ
一
気
に
登
る
。

鋼
製
の
メ
ッ
シ
ュ
が
敷
か
れ
て
い
て
歩

き
や
す
い
。
早
速
、
ス
ノ
ー
デ
ー
ジ
ー
、

ビ
リ
ー
ボ
タ
ン
な
ど
の
花
々
が

「ウ
ェ

ル
カ
ム

・
ツ
ー

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」

と
我
わ
れ
を
歓
迎
し
て
く
れ
る
。
大
陸

の
空
気
を
思
う
存
分
吸
い
込
む
。
左
に

Ｅ
Ｒ

豊
丁

日本山岳会の

各委員会、同好会の

活動報告です

大陸の壮大さを体感したコジウスコ山項で

湖
、
窪
地
に
残
雪
を
見
送
る
。

休
憩
地
点
の
ロ
ー
ソ
ン
パ
ス
の
新
し

い
ト
イ
レ
は
自
然
と

一
体
と
な
っ
て
お

り
、
環
境
に
配
慮
し
た
造
り
で
あ
る
。

逆
時
計
ま
わ
り
に
３
６
０
度
巻
い
て
コ

ジ
ウ
ス
コ
山
項
に
到
達
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
最
高
峰
で
、

花
向
岩
質
か
ら
成

っ
て
い
る
。
山
項
は

岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
。
３
６
０
度

遮
る
も
の
は
な
く
、
な
だ
ら
か
な
山
々

の
う
ね
り
が
果
て
し
な
く
続
き
大
陸
の

壮
大
さ
を
感
じ
る
。
ガ
イ
ド
の
黒
沢
さ

ん
手
作
り
の
お
に
ぎ
り
を
頬
張
り
、
感

激
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
。

下
り
は
ロ
ー
ソ
ン
パ
ス
よ
り
尾
根
筋

を
歩
く
。
至
る
所
に
花
々
は
咲
き
誇
り
、

そ
の
都
度
カ
メ
ラ
の
放
列
が
で
き
る
。

「私
も
撮

っ
て
」
と
花
々
が
囁
い
て
い

る
よ
う
だ
。
青
空
の
下
、
左
に
ア
ル
ビ

ナ
湖
、
斜
面
に
満
開
の
花
は
絵
に
な
る

風
景
で
あ
る
。
コ
ジ
ウ
ス
コ
山
を
遠
望

し
、
ブ
ル
ー
レ
イ
ク
湖
を
見
、
徒
渉
し

て
シ
ロ
ッ
テ
パ
ス
に
到
着
。

１９
キ

ロ、
８

時
間
余
り
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
あ
っ
た
。

（平
井
康
司
）

山
岳
環
境
講
演
会

さ
る
２
月
２
日
、
日
本
山
岳
会
ル
ー

ム
に
お
い
て
、
地
球
温
暖
化
に
関
す
る

「山
岳
環
境
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

演
題
は

「地
球
温
暖
化
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
氷

河
湖
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

計
画
」
、演
者
は
慶
応
大
学
教
授
福
井
弘

道
氏
に
お
願
い
し
た

（他
に
小
疇
尚
氏
、

西
田
進
氏
に
よ
る
関
連
講
演
が
あ

っ

た
）
。
参
加
者
は
５５
名
、熱
気
の
あ
る
質

疑
が
交
わ
さ
れ
た
。

福
井
教
授
の
講
演
で
は
、
地
球
の
温

暖
化
に
よ
っ
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
氷
河
が
後

退
し
、
氷
河
湖
の
拡
大
が
加
速
さ
れ
て

お
り
、
モ
レ
ー
ン
が
崩
れ
て
決
壊
す
る

と
流
域
住
民
、
登
山
者
に
甚
大
な
被
害

が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
。
昨
年
、

福
井
研
究
室
で
は
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
山
麓
、

イ
ム
ジ
ャ
氷
河
湖
に
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を

=12
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設
置
、
Ｉ
Ｔ
に
よ
っ
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
・

モ
ニ
タ
ー
が
出
来
る
環
境
を
作

っ
た
。

今
年
は
モ
ニ
タ
ー
の
修
復
、
イ
ム
ジ
ャ

氷
河
湖
の
測
量
と
貯
水
量
の
確
定
、
緊

急
警
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
上
げ
る

こ
と
を
テ
ー
マ
に
再
度
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
訪

れ
る
。
モ
ニ
タ
ー
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

な
ん
ら
か
の
対
策
と
い
う
エ
ン
ジ
エ
ア

リ
ン
グ
の
考
え
も
必
要
で
あ
る
と
話
さ

れ
た
。

氷
河
湖
決
壊
対
策
研
究
会
は
、
福
井

教
授
の
所
属
す
る
慶
応
大
学
グ
ロ
ー
バ

ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
究
所
の
み
な
ら
ず
、

宇
宙
開
発
機
構
、
名
古
屋
大
学
地
球
水

循
環
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
土
交
通
省
、

国
際
協
力
機
構
、
三
井
金
属
資
源
開
発

閉
、
土
木
研
究
所
水
災
害

・
リ
ス
ク
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
国
際
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

協
力
に
よ
る
。

日
本
山
岳
会
で
は
自
然
保
護
委
員
会
、

科
学
委
員
会
の
共
催
に
て
、
福
井
研
究

室
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
し
て
、
イ
ム
ジ
ャ
氷

河
湖
下
流
域
の
人
口
調
査
、
洪
水
に
よ

る
建
造
物
の
危
険
性
、
警
報
装
置
に
関

す
る
住
民
の
要
望
な
ど
測
量
と
聞
き
取

り
調
査
を
行
な
い
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
す
る
た
め
の
環
境
調
査
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
隊
を
、
４
月
２３
日
出
発
、
５
月

１３
日
帰
国
の
第
１
隊
１７
名
と
、
４
月
２５

日
出
発
、
５
月
１５
日
帰
国
の
第
２
隊
７

名
を
同
地
に
派
遣
す
る
。
本
調
査
の
成

果
は
福
井
研
究
室
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

問
接
的
に
支
援
す
る
も
の
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

（箕
岡
三
穂
）

ア
ル
バ
イ
ン
ス
キ
■
ク
ラ
ブ
ー

山
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
た
め
の
雪

崩
講
習
会

恒
例
の
講
習
会
を
２
月
２
日
～
３
日
、

早
大
ヒ
ュ
ッ
テ
（栂
池
高
原
神
ノ
田
圃
）

周
辺
で
実
施
し
た
。

最
近
の
山
ス
キ
ー
ヤ
ー
は
、
厳
冬
期

に
深
雪
を
求
め
て
、
よ
り
高
く
、
よ
り

深
く
山
に
踏
み
込
む
傾
向
が
あ
る
。
中

評
価
の
復
習
を
し
た
。
ヒ
ュ
ッ
テ
近
く

の
雪
原
で
、
前
日
の
座
学
で
の
手
順
に

従

っ
て
、
雪
崩
事
故
を
想
定
し
た
本
格

的
な
レ
ス
キ
ュ
ー
訓
練
を
繰
り
返
し
て

か
ら
下
山
し
た
。
宿
舎
に
戻

っ
て
本
日

の
積
雪
安
定
評
価
の
シ
ー
ト
を
記
入
し
、

全
体
講
評
の
後
、
解
散
し
た
。

こ
の
日
の
夕
方
、
折
し
も
栂
池
ス
キ

ー
場
内
で
、
雪
崩
死
亡
事
故
が
発
生
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（松
澤
節
夫
）

雪の降りしきるなかでプロービングの訓練をする

還:|:鼠褥魯 国土交通大臣登録旅行業1662号 /日本旅行業協会正会員

〒105-0003東 京都港区西新橋3-24-8山内ビル4階

電話 03-3437-8848E― MAL inお@eve“stcojp
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高
年
が
多
数
を
占
め
る
ア
ル
パ
イ
ン
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
だ
が
、
雪
崩
地
帯
に
身
を

さ
ら
す
危
険
な
集
団
と
い
え
る
。
こ
う

し
た
人
た
ち
に
は
、
雪
崩
の
知
識
や
セ

ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
の
訓
練
は
必
須
事
項

で
あ
る
。

２
０
０
３
年
に
指
導
委
員
会
の
支
援

で
フ
ィ
ー
ル
ド
講
習
会
を
始
め
て
、
今

年
で
５
回
目
に
な
る
。
最
近
は
、
山
岳

会
の
会
員
、
会
員
外
か
ら
も
広
く
参
加

者
を
募
集
し
て
い
る
。
今
回
は
京
大
山

岳
部
部
員
３
名
が
参
加
し
た
。
受
講
生

１０
名
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
雪
崩
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
の
講
師
２
名
と
、
充
実
し
た

布
陣
で
あ
る
。

初
日
は
、
雪
崩
地
形
の
見
か
た
と
対

処
方
法
、
積
雪
層
の
構
造

・
強
度
の
観

察
と
コ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
テ
ス
ト
の
練

習
、
ビ
ー
コ
ン
ト
レ
ー
エ
ン
グ
を
実
施

し
た
。
宿
舎
に
帰

っ
て
、
雪
崩
の
危
険

と
行
動
判
断
な
ど
の
室
内
講
義
。
夕
食

後
は
、

１０
代
か
ら
７０
代
ま
で
の
受
講
生

は
映
像
を
観
な
が
ら
、
積
雪
安
定
評
価

方
法
と
実
戦
的
な
ル
ー
ト
フ
ァ
イ
ン
デ

ィ
ン
グ
に
つ
い
て
夜
遅
く
ま
で
熱
心
な

討
議
を
続
け
た
。

翌
日
は
昨
夜
か
ら
の
新
雪
も
あ
り
、

積
雪
評
価
に
力
が
こ
も
る
。
早
大
ヒ
ュ

ッ
テ
裏
の
ひ
よ
ど
り
峰
の
稜
線
を
目
指

し
、
急
斜
面
で
積
雪
層
の
構
造
観
察

・

■■■
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支
部

イ
グ
ル
ー
か
ら
雪
の
ビ
ラ
ミ
ッ
ド
ヘ

札
幌
市
中
央
区
に
あ
る
道
立
近
代
美

術
館
で

「吉
村
作
治
の
早
大
エ
ジ
プ
ト

発
掘
４０
年
展
」
が
開
催
さ
れ
る
の
で
、

前
庭
に
雪
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
構
築
で
き

な
い
か
と
い
う
相
談
を
、
昨
年
８
月
に

受
け
、
設
計
図
を
書
い
て
み
た
。

雪
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
梯
子
形
に
切
り
出

し
、
横
力
で
円
形
に
し
、
１
段
ず
つ
内

側
に
引
き
込
ん
で
積
み
上
げ
て
い
く
積

層
式
８
段
イ
グ
ル
ー
は
何
回
も
冬
山
で

作

っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
生
活
し
、
冬

山
の
ピ
ー
ク
ア
タ
ッ
ク
も
実
施
し
て
き

た
が
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
四
角
錐
で
あ
る
。

コ
ー
ナ
ー
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
４５
度
に
カ
ッ

ト
し
た
２
個
を
合
わ
せ
れ
ば
よ
い
が
、

問
題
は
長
い
側
面
で
あ
る
。
バ
ッ
ト
レ

ス

（控
壁
）
を
内
側
に
構
築
し
て
も
ブ

ロ
ッ
ク
３
個
の
並
列
に
対
し
て
、
バ
ッ

ト
レ
ス
ー
基
で
は
弱
い
。
側
面
ブ
ロ
ッ

ク
に
凸
凹
を
入
れ
て
組
み
合
わ
せ
、
そ

の
上
に
積
む
ブ
ロ
ッ
ク
を
何
費
ノ内
側
に

引
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
…
…
。

エ
ジ
プ
ト
人
の
石
材
作
業
を
研
究
し

て
い
る
と
き
に
、
昨
年
Ｈ
月
２３
日
の
上

ホ
ロ
カ
メ
ッ
ト
ク
山
雪
崩
事
故
で
４
人

死
亡
の
訃
報
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
雪

の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
想
の
ロ
マ
ン
は
吹
き

飛
ん
で
し
ま
っ
た
。
し
か
も
そ
の
４
日

後
の
２７
日
、
妻
が
他
界
し
、
雪
の
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
設
計
図
も
ど
こ
か
に
い
っ
て
し

ま
っ
た
。

０７
年
１２
月
２７
日
、
公
益
事
業
委
員
長

の
高
橋
宜
也
氏
と
Ｈ
Ｂ
Ｃ
企
画
事
業
局

の
榊
原
満
氏
と
の
３
人
で
、
ど
の
場
所

が
よ
い
か
美
術
館
前
庭
の
下
見
を
す
る
。

北
海
道
支
部
は
不
死
鳥
の
よ
う
に
少
し

ず
つ
動
き
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
、
マ
グ
マ
の
よ
う
な
熱
い
も
の
が

フ
ツ
フ
ツ
と
突
き
上
げ
て
い
た
。

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
中
に
は
副
葬
品
を
安

置
す
る
空
間
が
あ
り
、
そ
の
内
部
の
部

屋
に
は
階
段
が
あ
る
。
雪
の
ブ
ロ
ッ
ク

で
内
部
の
部
屋
を
ま
ず
作
り
、
外
側
の

鶴だ
よ
り

全国各地の支部から、

それぞれの活動状況を、

北から南へとリポー ト

します。

イグルーの

基本プロック

Ⅷフ

平
面
と
の
間
に
雪
を
つ
め
れ
ば
、
外
側

の
ブ
ロ
ッ
ク
を
内
側
に
引
き
込
ん
で
も

崩
れ
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
発
想
は
、
５

名
の
葬
儀
の
際
、
夢
に
出
て
き
た
も
の

で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
１
月
は
雪
が
降
ら
な
い
真

冬
日
が
続
き
、
札
幌
雪
祭
り
が
終
了
し

て
か
ら
降
雪
が
あ
っ
た
が
、
気
温
が
マ

イ
ナ
ス
の
日
が
多
く
、
固
い
雪
の
ブ
ロ

ッ
ク
が
で
き
な
い
。

２
月
８
日
、　
一
辺
が
４
際
川
の
正
方
形

の
底
面
積
と
し
、

４０
個
の
雪
の
ブ
ロ
ッ

ク
を
置
き
、
さ
ら
に
２
段
目
を
積
み
上

げ
た
。

１５
日
、
強
風
雪
の
寒
い
日
、

１０

名
で
５
段
目
ま
で
積
み
上
げ
た
。
雪
の

ブ
ロ
ッ
ク
が
固
く
締
ま
っ
て
い
な
い
の

で
、
内
部
の
部
屋
を
作
ら
な
い
こ
と
に

し
、
内
側
に
雪
を
入
れ
て
外
観
を
整
え

た
。

１６
日
、
強
風
雪
で
最
も
辛
い
作
業

日
。

１４
名
で
１０
段
目
ま
で
積
み
上
げ
る
。

そ
し
て
２
月
２３
日
、
湿
雪
と
強
風
で
あ

っ
た
が
、
多
数
の
小
学
生
た
ち
と
雪
の

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
完
成
さ
せ
る
。

の
べ
４６
名
の
会
員

・
会
友
の
気
持
ち

//円 形 にす

コーナーブロック

側面 ブロ ック

控壁 内側

千
葉
支
部

が
、
高
さ
３
際
川
の
ピ
ラ
ミ
ダ
ル
な
６０
度

の
造
形
に
凝
縮
さ
れ
た
。
長
期
間
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
っ
た
が
、
昨
年

の
円
山
動
物
園
で
の
イ
グ
ル
ー
作
り
の

第
二
弾
と
な
っ
た
。

（新
妻

徹
）

カ
ル
バ
テ
ィ
ア
山
脈
に
関
す

る
講
演
会

千
葉
支
部
主
催
の

「日
本
ア
ル
プ
ス

と
カ
ル
パ
テ
ィ
ア
山
脈
の
山
岳
景
観
の

比
較
」
と
題
し
た
講
演
会
が
、
３
月
Ｈ

日
、
明
治
大
学
名
誉
教
授
の
小
疇
尚
氏

を
講
師
に
迎
え
て
行
な
わ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
カ
ル
パ
テ
ィ
ア
山
脈
を

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

演
題
を
聞
い
て
、
ま
ず
地
図
帳
を
開

い
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う

で
、
知
的
好
奇
心
を
刺
激
さ
れ
て
出
席

し
た
会
員
で
１
０
４
号
室
は
い
っ
ぱ
い

と
な
り
、
椅
子
を
急
速
追
加
す
る
盛
況

で
あ
っ
た
。

カ
ル
パ
テ
ィ
ア
山
脈
は
、
ア
ル
プ
ス

の
東
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
わ
た
っ

て
ハ
ン
ガ
リ
ー
盆
地
を
囲
む
よ
う
に

「
つ
」
の
字
状
に
続
く
全
長
１
６
０
０
キ

ロ

の
大
山
脈
で
あ
る
。
日
本
ア
ル
プ
ス
と
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ほ
ぼ
同
じ
高
さ
で
、
ハ
イ
マ
ツ
帯
が
あ

り
、
氷
河
地
形
が
発
達
し
て
い
る
が
氷

河
は
な
い
、
な
ど
似
た
点
が
多
く
見
ら

れ
る
。
し
か
し
、
氷
河
地
形
や
ハ
イ
マ

ツ
帯
の
規
模
は
大
変
違
う
。

カ
ル
パ
テ
ィ
ア
山
脈
タ
ト
ラ
山
地
の

氷
蝕
谷
は
源
頭
部
が
複
数
の
圏
谷
に
分

か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
谷
頭
が
幅
１

～
３
キ

ロ
の
扇
状
に
広
く
開
け
て
い
る
。

底
の
平
ら
な
大
き
な
圏
谷
、
急
峻
な
谷

壁
の
Ｕ
字
谷
、
階
段
状
の
谷
底
、
多
く

の
氷
河
湖
が
、
タ
ト
ラ
山
地
の
氷
河
地

形
の
特
徴
で
あ
る
。
日
本
の
槍
沢
や
白

馬
岳
大
雪
渓
の
氷
蝕
谷
と
比
較
す
る
と

そ
の
違
い
が
よ
く
わ
か
る
。

道
の
な
い
山
に
は
日
に
３０
人
以
上
は

登
ら
せ
ず
、
ゴ
ン
ド
ラ
で
行
く
山
頂
は

滞
在
時
間
３０
分
、
な
ど
の
規
制
が
あ
り

自
然
保
護
は
徹
底
し
て
い
る
。

そ
の
反
面
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
山
で
は
、

森
林
限
界
よ
り
も
高
所
で
は
古
く
か
ら

家
畜
の
放
牧
が
行
な
わ
れ
て
き
た
の
で
、

高
山
帯
の
自
然
は
人
為
の
影
響
を
強
く

受
け
て
い
る
。
カ
ル
パ
テ
ィ
ア
山
脈
も

例
外
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本

で
は
、
高
山
の
上
部
を
利
用
す
る
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
、
温
帯
で
は
珍
し
く

高
山
帯
の
自
然
が
き
れ
い
に
残
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。

美
し
い
そ
し
て
め
ず
ら
し
い
写
真
を

見
な
が
ら
の
小
疇
氏
の
丁
寧
な
説
明
に
、

多
く
の
会
員
が
ぜ
ひ
１
度
こ
の
山
地
を

歩
い
て
み
た
い
と
い
う
感
想
を
も
ら
し

て
い
た
。

（篠
崎

仁
）

自
然
観
察
会
―
求
菩
提
山

３
月
１
日
、
支
部
恒
例
の
自
然
観
察

く
　
ぼ
　
て

会
を
修
験
道
の
山
、
求
菩
提
山
で
実
施

し
た
。

求
菩
提
山
は
福
岡
県
の
東
部
、
豊
前

市
の
中
心
部
か
ら
南
西
約
１５
キ

ロ
に
答
え

る
標
高
７
８
２
際
川
の
円
錐
型
の
峰
で
あ

る
。
西
約
１０
キ

ロ
に
著
名
な
英
彦
山
が
あ

る
。全

国
の
修
験
道
の
山
が
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
こ
の
求
菩
提
山
も
仏
教
伝

来
の
頃
よ
り
僧
た
ち
の
山
岳
修
行
の
場

で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
修
験
道
が
確
立
し
た
平
安
末
期
か
ら

維
新
の

「神
仏
判
然
令
」
ま
で
多
く
の

山
伏
が
住
み
つ
き
、
き
び
し
い
修
行
に

励
ん
だ
信
仰
の
山
で
も
あ
る
。

こ
の
日
は
、
西
高
東
低
の
冬
型
気
圧

配
置
が
緩
み
、
久
し
ぶ
り
の
快
晴
と
な

っ
た
。

２３
名
が
乗

っ
た
貸
し
切
リ
バ
ス

は
福
岡
市
天
神
を
出
発
。
途
中
１
名
が

乗
り
込
み
満
席
と
な
っ
た
。
求
菩
提
資

料
館
下
の
駐
車
場
で
２
名
と
合
流
し
、

参
加
者
２６
名
全
員
が
集
合
し
た
。

バ
ス
の
中
で
は
筆
者
が
、
求
菩
提
山

や
英
彦
山
の
開
創
が
仏
教
公
伝
以
前
に

渡
来
僧
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
い
う
伝

承
の
背
景
に
あ
る

「豊
前
」
の
渡
来
人

の
活
動
に
つ
い
て
説
明
。
続
い
て
松
本

顧
問
か
ら
求
菩
提
山
と
そ
の
南
の
犬
ヶ

岳

（１
１
３
１
鮮
）
周
辺
の
地
形
、
火

山
岩
類
に
つ
い
て
の
講
話
を
受
け
た
。

「行
者
帰
り
の
道
」
と
い
わ
れ
て
い
る

杉
の
人
工
林
の
急
坂
か
ら
登
り
始
め
る
。

八
合
日
付
近
に
並
ぶ
五
窟
の

一
つ
阿
弥

陀
窟
を
経
て
、
石
造
り
の
鳥
居
を
く
ぐ

る
。
や
が
て
こ
の
山
の
信
仰
の
中
心
で

あ
っ
た
天
台
宗
護
国
寺
の
跡
、
現
在
の

国
玉
神
社
中
宮
に
着
い
た
。
こ
の
周
辺

か
ら
山
項
部
へ
か
け
て
ア
カ
ガ
シ
や
ウ

ラ
ジ
ロ
ガ
シ
な
ど
の
自
然
林
が
広
が
っ

て
い
る
。
中
宮
の
右
手
か
ら
、
鬼
が

一

夜
に
し
て
造

っ
た
と
さ
れ
て
い
る

「鬼

の
橙
」
と
呼
ば
れ
る
８
３
６
段

（参
加

者
の

一
人
が
数
え
た
）
の
石
段
を
昇
り

き
る
と
上
宮
、
山
項
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
早
春
の
日
差
し
を
浴
び
な

が
ら
昼
食
を
と
る
。
か
つ
て
は
神
殿
、

拝
殿
の
周
り
を
杉
な
ど
の
大
樹
が
囲
み
、

霊
気
を
感
じ
る
薄
暗
い
所
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
１
９
９
１
年
の
台
風
１９
号
に

よ
り
多
く
の
樹
木
は
倒
れ
、
拝
殿
も
倒

壊
し
た
。
か
つ
て
霊
気
を
感
じ
た
薄
暗

い
場
所
は
、
す

っ
か
り
明
る
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
下
り
は
胎
蔵
界
護
摩
場
跡
、
５

五
窟
を
経
て
登
り
に
通

っ
た

「行
者
帰
　
鐵

り
の
道
」
を
下

っ
た
。

下
山
後
、
求
菩
提
資
料
館
や

「岩
洞

窟
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
洞
窟
に
立
ち
寄

っ
た
。
「岩
洞
窟
」
で
は
、
天
丼
に
描
か

れ
て
い
る

「飛
天
」
を
観
賞
し
た
。
さ

ら
に
、
昭
和
の
前
半
に
活
躍
し
た
映
画

俳
優

・
大
河
内
伝
次
郎
の
生
家
跡
に
あ

る
樹
齢
２
０
０
年
、
高
さ
２５
陣
川
に
も
及

ぶ
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン

（広
葉
杉
）
を
見
学

し
た
。

春
到
来
を
感
じ
さ
せ
る
雲
ひ
と
つ
な

い
青
空
の
下
、
信
仰
の
山
、
求
菩
提
山

で
過
ご
し
た
、
の
ど
か
で
楽
し
い

一
日

で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
（中
山

健
）

快晴のもと、求菩提山に集まった自然観察会参加者

福
岡
支
部

媚浄■

轟轟響轟繭轟



山 755-200804020(第二種郵便物認可)

平
成
２０
年
度
第
１１
回
（３
月
度
）
理
事
会

日
時
　
平
成
２０
年
３
月
１２
日
　
１８
時
３０

分
～
２１
時

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

【出
席
者
】
宮
下
会
長
、
鰺
坂
・神
崎
各

副
会
長
、
吉
永

・
宮
崎

・
成
川
各
常
務

理
事
、
斉
藤

・
石
橋

・
古
野

・
太
田

・

相
馬

・
山
川

ｏ
岡
部

・
藤
井
各
理
事
、

深
川

・
竹
中
各
監
事
、
河
野

・
近
藤
各

常
任
評
議
員
、
神
長
会
報
編
集
委
員
長

【委
任
】
堀
井
理
事

【欠
席
】
日
下
田
常
任
評
議
員

【審
議
事
項
】

ｌ

ｏ
平
成
２０
年
度
事
業
計
画

ｏ
収
支
予

算
案

（宮
崎

・
吉
永
）

総
務

・
財
務
担
当
理
事
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
説
明
が
あ
っ
た
。
収
支
予
算
書
は
今

年
度
か
ら
公
益
法
人
会
計
の
新
し
い
方

式
と
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

２

・
ヒ
ラ
リ
ー
卿
追
悼

「講
演
と
映
画

の
夕
べ
」
（神
崎
）

５
月
９
日
回
、
社
団
法
人
日
本
山
岳

会
主
催
、
海
外
委
員
会
主
管
で
実
施
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

３

ｏ
転
載
許
可
願
い

（宮
崎
）

松
方
恭
子
さ
ん
よ
り

『妻
に
送

っ
た

９９
枚
の
絵
葉
書
―

‐父
　
伊
藤
思
の
滞

欧
日
誌
』
（松
方
恭
子
編
）
に
会
報

『山
』

の
記
事
転
載
願
い
。
　
　
　
　
（承
認
）

４

ｏ
海
外
登
山
基
金
審
査
報
告
（変
更
）

（古
野
）

第
１０
回
理
事
会
で
承
認
し
た
登
山
隊

２
隊
に
計
画
変
更
が
あ
り
、
審
査
委
員

会
か
ら
計
画
変
更
を
了
承
し
た
と
報
告

が
あ
っ
た
。

Ｏ
Ｇ
登
攀
ク
ラ
ブ
隊
の
シ
シ
ャ
パ
ン
マ

南
西
壁
登
山
隊
は
計
画
中
止
、
助
成
金

辞
退
。

②
日
ヨ
”一ミ
”
ｏ
〓
ヨ
ぴ
Ｆ
”
Ｎ
ｏ
ｏ
∞
隊
は
目

標
を
ナ
ム
ナ
ニ
南
東
壁
か
ら
イ
ン
ド

・

カ
メ
ッ
ト
南
東
壁

（未
踏
）
に
変
更
す

る
と
届
出
が
あ
り
了
承
、
助
成
金
の
金

額
変
更
な
し
。

（承
認
）

【報
告
事
項
】

１
・除
籍
対
象
予
定
者
に
つ
い
て
（吉
永
）

３
月
末
で
会
費
未
納
に
よ
る
除
籍
予

定
者
は
６１
名
。

２

・
第
２
回
夏
季
研
究

・
観
測
活
動
の

募
集

（宮
崎
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
富
士
山
測
候
所
を
活
用

す
る
会
で
施
設
利
用
者
を
募
集
し
て
い

る
。

３

ｏ
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
ク
ラ
ブ
創
立
８０
周
年

記
念
行
事
報
告
　
（宮
崎
）

会
長
代
理
も
か
ね
て
出
席
し
た
中
村

保
会
員
よ
り
記
念
行
事
が
盛
会
に
行
な

わ
れ
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

４

・
日
中
韓
学
生
交
流
登
山
２
０
０
８

報
告

（吉
永
）

２
月
２１
日
よ
り
２８
日
ま
で
白
馬
山
域

の
栂
池
高
原
で
行
な
わ
れ
た
。
悪
天
候

の
た
め
計
画
し
た
登
山
は
出
来
な
か
っ

た
が
、
ス
キ
ー
を
主
と
し
て
今
後
に
つ

な
が
る
有
意
義
な
交
流
が
出
来
た
。

５

。
ル
ー
ム
の
清
掃
作
業
の
再
開

（宮

崎
）本

年
度
当
初
よ
り
業
者
の
都
合
で
中

断
し
て
い
た
月
１
回
の
清
掃
作
業
、
業

者
を
変
更
し
て
再
開
し
た
。

６

・
支
部
定
期
総
会
へ
の
役
員
派
遣
依

頼

（宮
崎
）

山
梨
支
部
創
立
６０
周
年
定
期
総
会
が

４
月
１２
日
に
開
催
さ
れ
る
。
成
川
常
務

理
事
出
席
。

７

・
第
■
回
東
海
岳
人
写
真
展
の
お
知

ら
せ

（宮
崎
）

東
海
支
部
で

「山
と
自
然
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
」
が
３
月
１８
日
か
ら
開
催
さ

れ
る
。

８

ｏ
講
師
派
遣
の
お
願
い

（宮
崎
）

５
月
１０
日
０
開
催
の
東
海
支
部
総
会

で
の
講
演
者
紹
介
依
頼
が
あ
り
、
医
療

委
員
会
上
小
牧
憲
寛
会
員
を
推
薦
し
た
。

９

・
宮
城
支
部
創
立
５０
周
年
記
念
事
業

兼
北
海
道

。
東
北
地
区
集
会
の
開
催
に

つ
い
て

（宮
崎
）

１０
月
１８
日
田
～
１９
日
同

仙
台
市

「ホ
テ
ル
仙
台
プ
ラ
ザ
」
に
お
い
て
北
海

道

・
東
北
地
区
集
会
が
開
催
さ
れ
る
。

１０

ｏ
雪
上
技
術
講
習
会
報
告

（古
野
）

２
月
２３
日
０
～
２４
０
、
妙
高

・
関
温

泉
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者

４８
名

（講
師

・
委
員
含
む
）
。

Ｈ

ｏ
事
務
局
職
員
の
異
動

（宮
崎
）

時
田
真
理
さ
ん
が
３
月
末
で
退
職
に

伴
い
新
事
務
員
の
募
集
を
す
る
。

１２

・
自
然
保
護
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

（山
川
）

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
は
約
１
８
０
０

通
の
返
信
が
得
ら
れ
た
。
会
員
各
位
の

協
力
に
感
謝
す
る
。
集
計
の
結
果
は
自

然
保
護
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
す
る
予

定
。
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１３

ｏ
会
報
編
集
報
告

（神
長
）

会
報

『山
』
３
月
号
編
集
報
告
。

１

日

３

日

４

日

５

日

６

日

１２

日

１３

日

１５

日

１７

日

１８

日

１９

日

２１

日

２４

日

２５

日
11 1(〕

日 日

図
書
交
換
会

総
務
委
員
会

図
書
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

常
務
理
事
会
　
集
会
委
員
会

１
０
１
の
会

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ

学
生
部
　
ア
ル
パ
イ
ン
フ
ォ
ト

ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
　
九
五
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

千
葉
支
部
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ

ッ
チ
ク
ラ
ブ

理
事
会
　
指
導
委
員
会
　
山
想

倶
楽
部
　
休
山
会

海
外
委
員
会
　
山
の
自
然
学
研

究
会

評
議
員
会

総
務
委
員
会

資
料
映
像
委
員
会

山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会
　
ゆ

き
わ
り
会
　
Ｊ
Ａ
Ｃ
００
会

ア
ル
バ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

自
然
保
護
委
員
会
　
三
水
会

つ
く
も
会

高
尾
の
森
づ
く
り
の
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
小
委
員
会

千
葉
支
部
　
二
火
会

２６
日
　
自
然
保
護
委
員
会
　
麗
山
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

２７
日
　
科
学
委
員
会
　
山
遊
会

２８
日
　
資
料
映
像
委
員
会
　
学
生
部

３１
日
　
海
外
委
員
会

３
月
来
室
者
６０５
名

伊
藤
文
三
　
（８
０
６
０
）

吉
村
節
子
　
（８
１
８
２
）

新
庄
久
志
　
（８
４
９
２
）

内
山
脩

一

（９
１
６
２
）

岡
本
良
子
　
（９
２
２
８
）

河
村
皆
子
　
（９
４
１
６
）

三
瓶
泰
弘
　
（９
５
１
４
）

西
本
明
子
　
（９
８
６
８
）

堀
田
昌
子
　
（１
０
０
８
７
）

堀

功

　

（１
０
１
０
４
）

山
崎
昭
男
　
（１
０
５
９
７
）

鈴
木
丈
司
　
（１
０
８
１
８
）

三
鴨
規
明
　
（１
１
３
６
２
）

石
井
陽
子
　
（１
１
５
６
１
）

上
北
睦
子
　
（１
１
８
８
０
）

木
内
護
　
　
（１
２
０
８
７
）

中
井
桂
子
　
（１
２
１
７
５
）

柴
本
弘
　
　
（１
２
３
３
６
）

平
原
守
　
　
（１
２
４
９
７
）

村
田
逸
男
　
（１
２
５
９
６
）

大
久
保
セ
ツ
子
（１
２
７
４
９
）

澤
崎
新

一

（１
２
８
１
８
）

長
友
良
子
　
（１
３
０
２
６
）

原
田
俊
子
　
（１
３
０
６
６
）

白
川
耕
太
郎
（１
３
０
８
４
）

秋
満
信
夫
　
（１
３
１
９
７
）

荒
川
直
士
　
（１
３
８
２
９
）

内
山
憲

一

（１
３
９
８
９
）

俵
孝
子
　
　
（１
４
１
６
６
）

池
田
武
治
　
（１
４
２
９
４
）

会
員
異
動

（３
月
）

物
故

渡
辺
立
男
（８
８
４
５
）

桑
原
冨
彦
（１
１
６
５
０
）

河
田
克
己
（１
４
３
７
８
）

退
会

岡
村
治
信
　
（５
２
４
１
）

三
上
忠
人
　
（５
２
４
７
）

松
尾
良
文
　
（５
４
０
２
）

石
橋
保
　
　
（５
５
９
６
）

吉
田
賞
　
　
（５
８
２
７
）

稲
田
定
重
　
（５
８
６
４
）

小
山
長
孝
　
（６
０
８
４
）

塩
村
省
三
　
（６
１
４
３
）

青
山
義
信
　
（６
８
０
２
）

佐
藤
静
夫
　
（６
９
２
６
）

小
林
重

一

（７
３
９
７
）

鈴
木
清
　
　
（７
５
０
３
）

佐
久
間
吉
信
（７
５
４
１
）

宗
像
清
吉
　
（７
６
５
３
）

稲
山
明
子
　
（７
９
０
９
）

吉
田
三
智
子
（７
９
６
４
）

08

3

17

08 08

2  2

10 3

卜

ｕ

Ｌ

Ｈ
Ｈ

↓
４
ギ
ノ
Ａ
万

福
島

越
後

北
海
道

北
海
道

北
海
道

,百
ηヨ

岡

関  福 福 秋
西  島 島 田

関
西

北
海
道

北
海
道

北
海
道

福
島

京
都

山
陰

京
都

山
梨

京
都

北
海
道

北
海
道

宮
崎

宮
崎

北
海
道

東
九
州

宮
崎

東
海

著 者 書   名

図書受入報告 (2008年 3月 )

ベージ・サイズ 出版元 刊行年 寄贈/購入別

植村記念財団 (編)植 村冒険館15年の歩み
―

 「アドベンチャー・フォーラム」集成版 11lpp/30cm

田代博      知って楽しい山岳展望                 190pp/19cm

鎌田浩毅     富士山噴火
―

ハザードマップで読み解く「Xデー」(ブルーバックス)206pp/18cm

NHK取材班   白夜の大岩壁に挑む
―

クライマー山野井夫妻      253pp/20cm

記念事業斯子委員会(編)日 本山岳会富山支部創立60周年記念誌 2008       142pp/26cm

ベルククラブ(編)十 国峠合同登山会 (2007)報告書             147pp/26cm

植村記念財団   2008

新日本出版社   2007

講談社      2007

日本放送出版協会  2008

日本山岳会富山支部 2008

ベルク″ブ0日 フ嘲し急員連盟 2007

発行者寄贈

著者寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

発行者寄贈

発行者寄贈
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日本山岳会会員名簿2008年版10月発行のお知らせとお願い

総務委員会

日本山岳会の会員名簿2008年版を、今年の10月 15日 発行を

目指して作成 しようと思います。会員各位のご協力をお願い

いたします。

当会の会員名簿は2003年 12月 1日 に発行されてからすでに

4年余が経過しました。
この間、新たな加入者、物故者、会員の住所移動等が多く

あり、さらに市町村の合併や、町名地番の変更もあって、改

訂版の発行が強く望まれています。

名簿には従来どおり会員番号、入会年月、住所、電話番号、所

属支部を掲載する予定です。ほかに当会の定款、支部設立等
に関する規定、支部住所一覧、ルームや図書、上高地山岳研

究所の利用規定などを掲載します。会員名簿に登録、記載さ

れた情報につきましては、これまでどおり適正な取り扱いを

期し、情報の不正な流出、転用を避けるため十分配慮 したい

と存 じます。

お名前の文字や住所、電話番号などにつき、2003年版の名

簿や、会報等が郵送される宛名をチェックしていただき、間

違いや変更がありましたら、当会の総務委員会または事務局
までご連絡ください。

締め切りは9月 15日 と致しますが、早めにご連絡ください

ますようお願い申し上げます。

なお、2008年版の作成に当たって、当会より記載内容確認
のためのハガキ等は差 し上げませんのでご了承ください。

◆
新
会
員
の
た
め
の
企
画

「徳
本
峠
越

え
と
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
」

山
研
運
営
委
員
会

・
信
濃
支
部
共
催

６１
回
目
を
迎
え
る
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
。

昨
年
の
工
事
で
復
旧
し
た
島
々
谷
か
ら

徳
本
峠
を
越
え
て
上
高
地
に
入
り
ま
す
。

山
研
に
１
泊
し
て
、
翌
日

「碑
前
祭
」

に
参
加
。
新
会
員
の
仲
間
づ
く
り
を
手

助
け
す
る
企
画
で
す
。

日

程

　

５

月

３１

日

田

～

６

月

１

日

同

○ ::: M

インフォメーシヨン

: N :I

〆ヽ
Jヽ N

費
用
　
１
万
２
０
０
０
円

（１
泊
２
食
、

午
餐
会
会
費
、
記
念
品
、
傷
害

保
険
料
）

定
員
　
２０
名

（１９
年
度
入
会
の
会
員
、

及
び
本
会
会
員
の
希
望
者
）

申
込
　
５
月
１５
日
ま
で
に
堀
嘉
余
子
ま

で
（口

＆
田
０
３
‐
３
３
０
３
‐

６
９
２
２
）

＊
現
地
集
合

・
解
散

＊
申
込
者
に
詳
細
を
送
り
ま
す
。

◆
熊
野
古
道

・
小
辺
路
を
行
く

集
会
委
員
会

石
楠
花
の
季
節
に
高
野
山
か
ら

「小

辺
路
」
を
熊
野
本
宮
ま
で
歩
き
ま
す
。

日
程
　
５
月
３１
日
田
～
６
月
３
日
ω

費
用
　
４
万
７
０
０
０
円

（宿
泊
、
懇

親
会
、
語
り
部
、
保
険
な
ど
）

定
員
　
２０
名

集
合
　
５
月
３１
日
田
１６
時

解
散
　
６
月
３
日
ω
ｌ５
時

申
込
　
５
月
１０
日
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
、

電
話
、
メ
ー
ル
な
ど
で
米
村
文

比
古
ま
で

（０
‐８７．
００４４
小
平
市
喜

平
町
３
１
１
１
６
１
２
０
４
口
０

９

０

１

４

５

２

４

１

０

５

３

９

図
ぴ
お
の
呵ヽ
◎
ヨ
ユ
ｏぴ
い”
【〇
ぴ
①
』
①
む
）

＊
現
地
集
合
、
現
地
解
散

＊
申
込
者
に
詳
細
を
送
り
ま
す
。

第10回「秩父富記念山岳賞」の推薦について

秩父宮記念山岳賞審査委員会

第10回 「秩父宮記念山岳賞」の推薦 (他薦のみ)を
下記の通り受け付けます。事務局まで資料をご請求下

さい。多数の推薦をお待ちしております。

●対象分野 登山活動

山に関する文化活動
●提出先  日本山岳会内 秩父宮記念山岳賞事務局
●締切り  平成20年 8月末日

◆
土
曜
懇
話
会
開
催

寒

委

員
会

宮
下
秀
樹
会
長
を
お
迎
え
し
、
日
ご

ろ
親
し
く
接
す
る
機
会
の
少
な
い
会
員

と
上
高
地
山
研
で
親
交
を
深
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

日
程
　
６
月
２１
日
田
～
２２
日
同

場
所
　
上
高
地
山
研

内
容
　
２１
日
田
１０
時
か
ら
昼
食
を
は
さ

ん
で
上
高
地
散
策
後
、

１５
～
１７

時
、
宮
下
会
長
講
演
会

費
用
　
６
０
０
０
円

（山
研
利
用
料

。

食
費
）

定
員
　
２０
名

■ 18
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申
込
　
５
月
３０
日
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
か

メ
ー
ル
で
山
崎
浩
子
ま
で
（田

０

４

５

１

７

８

２

１

８

７

１

２

回
「
‥Ｆ
∵
ｏ
◎
」”∞
あ
ｏ
‥”
①け』
①
・ピ

＊
２０
日
口
の
前
泊
を
ご
希
望
の
方
は
、

申
込
時
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
込
者

に
詳
細
を
送
り
ま
す
。

◆
探
索
山
行
参
加
者
募
集

科
学
委
員
会

「富
士
山
南
面
を
科
学
す
る
」
探
索
山

行
を
行
な
い
ま
す
。
往
復
、
バ
ス
を
利

用
し
ま
す
。

日
程
　
６
月
１４
日
田
～
１５
日
同

集
合
　
１４
日
７
時
１５
分
、
新
宿
駅
西
口

解
散
　
１５
日
１８
時
３０
分
、
新
宿
駅
西
口

定
員
　
４０
名

講
師
　
増
澤
武
弘

（静
岡
大
学
理
学
部

教
授
）
、
由
井
将
雄

（明
治
大

学
付
属
中

・
高
教
諭
）
、
石
岡

慎
介
会
員

費
用
　
１
万
８
０
０
０
円

（宿
泊
、
往

復
の
バ
ス
代
含
む
）

申
込
　
５
月
３１
日
ま
で
に
末
廣
担
ま
で

（田
０
３
‐
３
４
２
８
‐
６
８
０

一図一∽匡
①
Ｆ
いヽ
〇
い
（同）Ｆ
ぴ
Ｑ
・ぴ
【”
】〇
ぴ
①
・●

①
」０
）

＊
申
込
者
に
詳
細
を
送
り
ま
す
。

南極地域で登山をするためには

南極環境保護法に基づく手続きが必要です

環境省環境保全対策課

南極大陸最高峰ビンソン・マシフ (4897傷 )への登山

など、南極大陸に上陸して登山を計画している方にお知

らせします。

南極環境保護法 (平成 9年公布、平成11年完全施行)

第 5条第 1項に基づき、南極地域 (南緯60度以南)にお

いて、科学観測のほか、登山、観光、冒険旅行など、原

則すべての活動を行なう場合は、その活動について環境

大臣へ申請して、南極地域に与える影響に関わる基準を

満たしている旨の「確認」を受ける必要があります。

日本以外の環境保護に関する南極条約議定書締約国に

おいて「確認」を受けた活動に参加する人は、同条第 3

項に基づき、環境大臣への「届出」が必要となります。

南極地域での活動を行なうためには、必ずこの「確認」
または「届出」のどちらかの手続きが必要となり、これ

らの手続きの遺漏等に関わる罰則も定められております
ので、十分ご留意ください。

【連絡先】環境省地球環境局環境保全対策課
〒100-8975 東京都千代田区霞が関 1-2-2
回 :03-5521■ 245回 :03-3581■ 348

区]:anねrctic@env.gO.jp

◆
黒
部
市
で
日
本
登
山
医
学
会
集
会

＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

高
所
医
学
研
究
者
の
研
究
発
表
の
場

で
あ
る
２
０
０
８
年
度
の
日
本
登
山
医

学
会
学
術
集
会

・
第
２８
回
日
本
登
山
医

学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

「高
所
環
境

の
有
効
利
用
」
と
「
マ
ウ
ン
テ
ン
メ
デ
ィ

カ
ル
レ
ス
キ
ュ
ー
」
の
２
つ
。
２
日
目

は
黒
部
ル
ー
ト
見
学
な
ど
現
地
検
討
会
。

「登
山
と
健
康
に
関
心
あ
る
方
々
の
学

会
参
加
を
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

日

時

　

５

月

３１

日

田

～

６

月

１

日

同

会
場
　
宇
奈
月
国
際
会
館
セ
レ
ネ

主
催
　
日
本
登
山
医
学
会

・
実
行
委

詳
細
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
事
務

局
（黒
部
市
民
病
院
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医

学
セ
ン
タ
ー

・
長
崎
、
金
山
＝
回
０
７

６
５
１
５
４
１
２
２
１
１
内
線
１
９
６

７
）
ま
で
。
〓
ぼ
＼̈
＼
Ｎ
ｏ
・鍵
∞
・い∞
・お
ミ

』の日
日
〇∞＼
Ｆ
鮎
①Ｘ
ｏＦ
８
【

■
訂
正
と
お
詫
び

３
月

（７
５
４
）
号
、

１７
パ
‐
４
段
１３

行

「全
ル
ー
ト
の
７５
キ

ロ」
は

「全
ル
ー

ト
の
７５
７
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し

て
、
お
詫
び
し
ま
す
。

〓
編
集
後
記
¨

●
平
成
１９
年
度
第
２
回
通
常
総
会
も
終

わ
り
ま
し
た
が
、
今
回
も
出
席
者
に
若

い
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
歴
史
と
伝

統
が
あ
る
山
岳
会
で
す
か
ら
、
単
純
に

若
い
人
が
い
れ
ば
い
い
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
公
益
法
人
化
で
重

要
な
時
期
だ
け
に
、
ち
ょ
っ
と
寂
し
く

思
い
ま
し
た
。

・
北
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー

を
め
ぐ
っ
て
、
中
国
と
チ
ベ
ッ
ト
の
対

立
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
背
景
を
江
本
さ
ん
に
レ
ポ
ー
ト
し

て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
チ
ベ
ッ
ト
圏
ヘ

の
登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
で
、
独
　
９

自
の
文
化
を
も

っ
た
チ
ベ
ッ
ト
の
人
た
　
凸

ち
に
魅
力
を
感
じ
た
会
員
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
も
も
う
少
し
積
極
的

に
こ
の
問
題
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（神
長
幹
雄
）
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